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全
国
開
拓
代
表

者
大
会
を
中
止

全
日
本
開
拓
者
連
盟

同
省
は
今
年
１
月
、
「
持

続
的
な
畜
産
物
生
産
の
在
り

方
検
討
会
」
を
設
置
し
、
議

論
を
重
ね
て
き
た
。そ
の「
中

間
と
り
ま
と
め
」
を
今
回
の

畜
産
部
会
に
方
針
と
し
て
示

し
た
。

今
年
５
月
、
食
料
・
農
林

水
産
業
の
生
産
力
向
上
と
持

続
性
の
両
立
を
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
（
技
術
革
新
）
で
実
現

す
る
た
め
の
「
み
ど
り
の
食

料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」
が
策
定

さ
れ
た
。
農
林
水
産
分
野
に

お
け
る
環
境
負
荷
軽
減
や
持

続
的
な
食
料
シ
ス
テ
ム
の
構

築
に
向
け
た
動
き
が
加
速
し

て
い
る
。

日
本
全
体
の
温
室
効
果
ガ

ス
の
う
ち
、
農
林
水
産
分
野

が
占
め
る
割
合
は
約
３
・
９

％
。
内
訳
は
、
燃
料
燃
焼
由

来
の
Ｃ
Ｏ
²（
二
酸
化
炭
素
）

が
約
３３
％
、
稲
作
由
来
の
メ

タ
ン
が
約
２５
％
、
家
畜
の
消

化
管
内
発
酵
（
反
す
う
動
物

の
げ
っ
ぷ
）
由
来
の
メ
タ
ン

が
約
１６
％
、
家
畜
排
せ
つ
物

由
来
の
メ
タ
ン
や
一
酸
化
二

窒
素
が
約
１３
％
な
ど
。
畜
産

分
野
由
来
の
温
室
効
果
ガ
ス

の
排
出
量
が
農
林
水
産
分
野

に
占
め
る
割
合
は
約
３
割
と

な
っ
て
い
る
。

中
間
と
り
ま
と
め
で
は
、

み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦

略
を
踏
ま
え
、
持
続
的
な
畜

産
物
生
産
を
図
っ
て
い
く
上

で
の
課
題
に
つ
い
て
、
▽
畜

産
に
起
因
す
る
環
境
負
荷

（
地
球
温
暖
化
、
水
質
汚
濁
、

悪
臭
等
）
、
▽
畜
産
経
営
の

労
働
力
不
足
（
高
齢
化
、
規

模
拡
大
等
）
、
▽
輸
入
飼
料

へ
の
依
存
（
価
格
変
動
、
需

給
変
動
、
気
候
変
動
や
世
界

的
な
人
口
増
加
に
よ
る
供
給

不
安
等
）
▽
生
産
現
場
の
努

力
・
消
費
者
の
理
解
―
の
四

つ
に
整
理
し
た
。

課
題
解
決
の
た
め
の
取
り

組
み
は
、
①
家
畜
の
生
産
に

係
る
環
境
負
荷
軽
減
等
の
展

開
②
耕
種
農
家
の
ニ
ー
ズ
に

あ
っ
た
良
質
堆
肥
の
生
産
や

堆
肥
の
広
域
流
通
・
資
源
循

環
の
拡
大
③
国
産
飼
料
の
生

産
・
利
用
及
び
飼
料
の
適
切

な
調
達
の
推
進
④
有
機
畜
産

の
取
り
組
み
―
な
ど
６
項
目

（
表
）
と
し
た
。

今
後
行
う
べ
き
具
体
的
な

取
り
組
み
と
し
て
、
①
の
う

ち
、
飼
料
給
与
は
「
家
畜
の

特
性
に
留
意
し
た
牛
の
脂
肪

酸
カ
ル
シ
ウ
ム
や
豚
の
ア
ミ

ノ
酸
バ
ラ
ン
ス
飼
料
な
ど
温

室
効
果
ガ
ス
削
減
飼
料
の
利

用
推
進
」
「
最
も
飼
料
給
与

効
率
が
高
ま
る
よ
う
な
牛
の

肥
育
期
間
の
適
正
化
」
、
飼

養
管
理
は
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報

通
信
技
術
）
な
ど
を
活
用
し

た
機
器
導
入
や
、
周
年
や
耕

作
放
棄
地
の
活
用
を
含
め
た

放
牧
の
一
層
の
推
進
」
な
ど

を
明
記
し
た
。

②
で
は
、
家
畜
排
せ
つ
物

等
に
由
来
す
る
堆
肥
に
つ
い

て
、
「
好
気
発
酵
を
促
進
さ

せ
る
水
分
調
整
や
切
り
返
し

な
ど
の
適
切
な
実
施
」
「
ペ

レ
ッ
ト
化
の
普
及
や
ロ
ー
ル

ベ
ー
ラ
ー
を
用
い
た
梱
包
技

術
な
ど
、
堆
肥
の
保
管
や
広

域
流
通
に
資
す
る
技
術
の
普

及
」
な
ど
を
進
め
る
。

③
で
は
、
輸
入
飼
料
に
過

度
に
依
存
し
て
い
る
畜
産
物

生
産
の
現
状
か
ら
脱
却
す
る

た
め
、
「
水
田
の
畑
地
化
・

汎
用
化
の
推
進
に
よ
る
青
刈

り
飼
料
作
物
等
生
産
の
加
速

化
」
「
子
実
用
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
な
ど
の
国
産
濃
厚
飼
料
生

産
の
拡
大
」
な
ど
で
飼
料
生

産
基
盤
の
強
化
に
取
り
組

む
。

農
水
省
は
６
月
２５
日
、
２０

年
度
に
お
け
る
担
い
手
へ
の

農
地
集
積
の
状
況
や
、
農
地

中
間
管
理
機
構
（
農
地
バ
ン

ク
）
の
実
績
な
ど
を
公
表
し

た
。
２１
年
３
月
末
時
点
の
担

い
手
へ
の
農
地
集
積
面
積
は

２
５
３
万
５
１
１
５
㌶
で
、

全
耕
地
面
積
（
４
３
７
万
２

千
㌶
）
に
占
め
る
集
積
率
は

５８
・
０
％
と
な
っ
た（
図
）。

政
府
は
２３
年
度
ま
で
に
、

全
耕
地
面
積
の
８
割
が
担
い

手
に
よ
っ
て
利
用
さ
れ
る
農

業
構
造
の
確
立
を
目
指
し
て

い
る
。
目
標
と
の
開
き
は
依

然
と
し
て
大
き
く
、
農
地
集

積
の
更
な
る
加
速
化
が
必
要

な
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

２０
年
度
の
担
い
手
へ
の
集

積
面
積
（
機
構
以
外
に
よ
る

も
の
を
含
む
）
は
２
万
６
５

５
５
㌶
増
え
、
前
年
度
実
績

の
２
万
２
８
５
３
㌶
を
上
回

っ
た
。
だ
が
、
集
積
率
の
伸

び
は
０
・
９
㌽
に
と
ど
ま
り
、

伸
び
率
の
鈍
化
傾
向
が
継
続

し
て
い
る
。

担
い
手
へ
の
集
積
面
積
の

う
ち
、
機
構
の
転
貸
に
よ
る

新
規
集
積
面
積
は
約
７
割
に

当
た
る
１
万
８
５
７
２
㌶

で
、
前
年
度
実
績
の
１
万
５

４
８
０
㌶
を
上
回
っ
た
。

１３
年
度
の
担
い
手
へ
の
農

地
集
積
率
は
４８
・
７
％
だ
っ

た
。
機
構
は
、
農
地
の
分
散

状
態
を
解
消
し
、
集
積
・
集

約
化
を
進
め
る
た
め
、
１４
年

に
創
設
さ
れ
た
。
機
構
に
よ

る
２０
年
度
ま
で
の
累
計
の
取

扱
実
績
（
転
貸
面
積
。
担
い

手
以
外
へ
の
転
貸
を
含
む
面

積
）
は
、
２９
万
５
４
２
９
㌶

と
な
っ
た
。
前
年
度
ま
で
の

累
計
か
ら
４
万
１
５
５
７
㌶

増
え
、
３
年
ぶ
り
に
４
万
㌶

を
超
え
る
増
加
幅
だ
っ
た
。

農
水
省
は
６
月
２４
日
、
食
料
・
農
業
・
農
村
政
策
審
議
会
畜
産
部
会
（
２１
年
度
第
１

回
）
を
開
き
、
持
続
的
な
畜
産
物
生
産
に
向
け
た
方
針
を
示
し
た
。
新
た
な
政
策
方
針

「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」を
踏
ま
え
、
畜
産
・
酪
農
分
野
の
課
題
を
整
理
し
、

家
畜
の
生
産
に
係
る
環
境
負
荷
軽
減
等
の
展
開
な
ど
、
取
り
組
み
を
推
進
す
る
。

農
水
省
は
７
月
１
日
、
省

内
の
組
織
再
編
を
実
施
。「
輸

出
・
国
際
局
」
「
農
産
局
」

「
畜
産
局
」
の
３
局
を
新
設

し
た
。

政
府
は
農
林
水
産
物
・
食

品
の
輸
出
額
を
３０
年
ま
で
に

５
兆
円
へ
と
増
や
す
目
標
を

掲
げ
て
い
る
。
「
輸
出
・
国

際
局
」
は
、
輸
出
関
連
施
策

と
対
外
関
係
や
国
際
協
力
な

ど
の
業
務
を
一
元
的
に
実
施

す
る
。

生
産
局
と
政
策
統
括
官
を

再
編
し
、
「
農
産
局
」
を
新

設
。
耕
種
農
業
の
高
収
益
化

を
強
力
に
進
め
る
た
め
、
米

・
麦
・
大
豆
等
と
園
芸
作
物

を
一
体
で
担
当
す
る
。

生
産
局
に
あ
っ
た
畜
産
部

を
「
畜
産
局
」
に
格
上
げ
し

た
。
輸
出
拡
大
の
主
力
を
担

う
畜
産
分
野
に
つ
い
て
、
新

た
な
市
場
環
境
に
適
応
し
た

生
産
基
盤
の
強
化
な
ど
を
推

進
す
る
。

ま
た
、
大
臣
官
房
に
は
、

同
省
の
環
境
政
策
や
「
み
ど

り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」

の
具
体
化
を
進
め
る
「
環
境

バ
イ
オ
マ
ス
政
策
課
」
な
ど

を
新
設
し
た
。

全
日
本
開
拓
者
連
盟
（
菊

地
文
夫
委
員
長
）
は
６
月
１０

日
に
開
い
た
２１
年
度
第
２
回

中
央
常
任
委
員
会
で
、
全
国

開
拓
代
表
者
大
会
及
び
全
国

開
拓
青
年
・
女
性
研
修
会
の

開
催
中
止
を
決
定
し
た
。

同
大
会
及
び
同
研
修
会

は
、
１１
月
中
旬
に
東
京
で
の

合
同
開
催
を
予
定
し
て
い
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
の
収
束
が
見
通
せ

な
い
こ
と
か
ら
、
昨
年
に
続

い
て
中
止
す
る
こ
と
と
し

た
。

農
水
省
は
６
月
２５
日
、「
緊

急
事
態
食
料
安
全
保
障
指

針
」
を
改
正
す
る
と
発
表
し

た
（
７
月
１
日
施
行
）
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
世
界

的
な
感
染
拡
大
な
ど
、
食
料

供
給
を
脅
か
す
新
た
な
リ
ス

ク
に
適
切
に
対
応
す
る
た

め
、
食
料
安
全
保
障
施
策
を

強
化
す
る
。

同
省
は
、
食
料
の
輸
入
途

絶
等
の
不
測
の
要
因
に
よ
り

食
料
供
給
に
影
響
が
及
ぶ
恐

れ
の
あ
る
事
態
に
政
府
と
し

て
講
ず
べ
き
対
策

の
内
容
な
ど
を
示

す
「
緊
急
事
態
食

料
安
全
保
障
指

針
」
を
策
定
し
て

い
る
。

同
指
針
で
は
、

不
測
時
に
お
け
る

食
料
安
全
保
障
対

策
と
し
て
、
事
態

の
深
刻
度
（
レ
ベ

ル
）
に
応
じ
、
国

民
が
最
低
限
度
必

要
と
す
る
食
料
の

供
給
に
確
保
が
図

ら
れ
る
よ
う
、
対

策
を
整
理
し
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍

に
お
い
て
、
日
本
の
食
料
供

給
全
体
に
大
き
な
問
題
は
発

生
し
な
か
っ
た
が
、
一
部
の

食
品
で
は
、
業
務
用
か
ら
家

庭
用
へ
の
需
要
の
急
激
な
変

化
に
対
応
が
追
い
つ
か
ず
、

品
薄
・
欠
品
状
態
が
発
生
す

る
と
い
っ
た
、
フ
ー
ド
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
へ
の
影
響
が

生
じ
た
。

改
正
に
よ
り
、指
針
の「
平

素
か
ら
の
取
り
組
み
」
の
中

に
「
早
期
注
意
段
階
」
を
新

設
し
、
早
期
の
警
戒
監
視
を

強
化
。
情
報
の
収
集
・
分
析

を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
関

連
業
界
、
消
費
者
等
へ
の
情

報
発
信
や
、
そ
の
他
必
要
な

対
策
を
実
施
す
る
。

ま
た
、
フ
ー
ド
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
の
維
持
・
確
保
に

向
け
て
、
各
事
業
者
に
お
け

る
事
業
継
続
計
画

等
の
策
定
、
状
況

に
応
じ
た
見
直
し

な
ど
を
促
進
す

る
。さ

ら
に
、
平
素

か
ら
の
効
率
的
な

情
報
収
集
・
発
信

の
た
め
の
省
内
体

制
を
強
化
す
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
禍
に
お
け
る

食
料
の
購
買
行
動

と
情
報
の
受
発
信

の
関
係
な
ど
の
調

査
・
分
析
も
行
う
。

同
指
針
の
改
正
は
、
政
府

が
昨
年
１２
月
に
改
訂
し
た

「
農
林
水
産
業
・
地
域
の
活

力
創
造
プ
ラ
ン
」
に
基
づ

く
。
外
部
の
有
識
者
を
交
え

て
、
食
料
安
全
保
障
施
策
の

強
化
に
つ
い
て
検
討
を
行

い
、
今
年
６
月
ま
で
に
と
り

ま
と
め
る
こ
と
と
し
て
い

た
。

持続的な畜産物生産への取り組み
主な具体的取り組み

家畜改良による生産能力の向上、温室効
果ガス削減飼料の利用推進、ＩＣＴ機器
や放牧の更なる推進、家畜衛生・防疫の
徹底
水分調整や切り返しなどの適切な実施、
高品質堆肥の生産、ペレット化などの更
なる推進
水田の汎用化の推進による飼料作物等
生産の加速化、子実トウモロコシなどの
国産濃厚飼料生産の拡大
有機農畜産物のＰＲや消費者理解醸成
のための取り組みの推進
農場ＨＡＣＣＰ導入，薬剤耐性対策の普
及啓発、畜産ＧＡＰ認証取得などの更な
る推進

①から⑤の取り組みの実践、消費者の生
産現場や畜産物への理解醸成の推進

項 目

①家畜の生産に係る環境負
荷軽減等の展開

②耕種農家のニーズにあっ
た良質堆肥の生産や堆肥の
広域流通・資源循環の拡大

③国産飼料の生産・利用及
び飼料の適切な調達の推進

④有機畜産の取り組み

⑤その他畜産物生産の持続
性に関する事項

⑥持続的な畜産物生産のた
めの生産者の努力・消費者
への理解醸成

持
続
的
な
畜
産
物
生
産
へ

農
水
省
が

方
針
提
示

環
境
負
荷
軽
減
、飼
料
増
産
な
ど

食料安全保障指針を改正
「早期注意段階」新設

畜
産
局
な

ど

３
局
新
設

担
い
手
へ
の
農
地
集
積
５８
％
に

農
水
省
が
組
織
再
編

２０
年
度
、伸
び
率
の
鈍
化
傾
向
続
く

・「食料・農業 知っておきたい話」－９９－（２面）
・コロナ影響、新たな動きなど特集 ２０年度農業
白書 （３面）
・リーフ茶消費３年ぶりに増加 （４面）
・トマト黄化葉巻病、新キットで迅速診断（５面）
・暑熱期の乳脂率低下を防止 （６面）
・黒毛子牛 冷却ジャケットで防暑 （７面）
・畜産物需給見通し （８面）

本
紙
は
無
償
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
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本
コ
ラ
ム
第
９４
回
で
「
み

ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦

略
」
の
検
討
に
つ
い
て
紹
介

し
た
時
点
で
は
、
有
機
農
業

面
積
拡
大
の
目
標
値
を
示
す

ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
周
知
の
と
お

り
、
そ
の
後
、
農
水
省
は
一

瞬
耳
を
疑
う
よ
う
な
画
期
的

な
数
値
目
標
を
打
ち
出
し

た
。
そ
の
方
向
性
に
対
し
て

は
大
き
な
期
待
も
あ
る
半

面
、
大
き
な
懸
念
も
あ
る
。

有
機
栽
培
面
積
１
０
０

万
㌶
の
衝
撃
〜
期
待

農
水
省
は
、
２
０
５
０
年

ま
で
に
稲
作
を
主
体
に
有
機

栽
培
面
積
を
２５
％
（
１
０
０

万
㌶
）
に
拡
大
、
化
学
農
薬

５
割
減
、
化
学
肥
料
３
割
減

を
打
ち
出
し
た
。
Ｅ
Ｕ
（
欧

州
連
合
）の
３０
年
ま
で
に「
農

薬
の
５０
％
削
減
」
、
「
化
学

肥
料
の
２０
％
削
減
」
と
「
有

機
栽
培
面
積
の
２５
％
へ
の
拡

大
」
と
ほ
ぼ
同
じ
だ
。
高
温

さ
く

ほ

多
湿
で
零
細
な
分
散
錯
圃
の

水
田
農
業
と
い
う
ア
ジ
ア
モ

ン
ス
ー
ン
地
域
を
考
慮
し
、

目
標
年
次
は
Ｅ
Ｕ
の
３０
年
よ

り
大
幅
に
ず
ら
し
た
。

世
界
は
減
化
学
農
薬
・
肥

料
、
有
機
栽
培
の
方
向
に
動

い
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な

い
。
農
水
省
は
有
機
農
業
を

半
ば
異
端
児
的
に
無
視
し
て

き
た
時
代
が
長
く
あ
り
、
近

年
、
変
化
が
生
じ
て
は
い
た

が
、
一
層
の
抜
本
的
な
意
識

改
革
が
必
要
に
な
っ
て
き
て

い
た
。
農
薬
企
業
や
Ｊ
Ａ
も

世
界
の
潮
流
に
対
応
し
て
代

替
農
薬
な
ど
に
シ
フ
ト
し
な

い
と
、
長
期
的
に
は
ビ
ジ
ネ

ス
も
で
き
な
く
な
る
と
い
う

意
識
改
革
が
必
要
だ
っ
た
。

生
産
サ
イ
ド
も
有
機
需
要

の
拡
大
に
対
応
で
き
な
け
れ

ば
、
「
海
外
産
有
機
大
豆
の

有
機
豆
腐
」
な
ど
に
市
場
を

奪
わ
れ
、
輸
出
を
伸
ば
す
ど

こ
ろ
で
は
な
い
。

遠
い
長
期
の
目
標
な
の
で

総
論
賛
成
が
で
き
た
側
面
も

あ
る
が
、
農
水
省
内
の
異
論

も
克
服
さ
れ
、
農
水
省
、
農

薬
企
業
、
Ｊ
Ａ
が
長
期
的
な

方
向
性
に
つ
い
て
世
界
潮
流

へ
の
対
応
（
代
替
農
薬
、
代

替
肥
料
へ
の
シ
フ
ト
）
の
必

要
性
の
認
識
を
共
有
し
、
大

き
な
目
標
に
向
け
て
取
り
組

む
こ
と
に
合
意
で
き
た
意
義

は
大
き
い
。
化
学
肥
料
原
料

の
リ
ン
酸
、
カ
リ
ウ
ム
が
１

０
０
％
輸
入
依
存
で
あ
る
こ

と
も
肥
料
の
有
機
化
を
促
す

要
因
と
な
っ
た
と
推
察
さ
れ

る
。日

本
の
有
機
農
業
運
動
、

消
費
者
・
市
民
運
動
の
成
果

と
も
い
え
よ
う
。
日
本
の
有

機
食
品
へ
の
支
出
額
が
将
来

的
に
は
ス
イ
ス
並
み
ま
で
増

え
る
と
想
定
す
れ
ば
、
１
０

０
万
㌶
は
そ
れ
ほ
ど
非
現
実

的
な
数
字
で
は
な
い
よ
う

だ
。
し
か
し
、
消
費
者
の
意

識
改
革
が
さ
ら
に
加
速
し
な

け
れ
ば
、
こ
の
目
標
は
到
底

達
成
で
き
な
い
。
Ｅ
Ｕ
政
府

を
動
か
し
、
世
界
潮
流
を
つ

く
っ
た
の
も
消
費
者
だ
。
最

終
決
定
権
は
消
費
者
に
あ
る

こ
と
を
日
本
の
消
費
者
も
さ

ら
に
自
覚
し
た
い
。

有
機
栽
培
面
積
１
０
０

万
㌶
の
衝
撃
〜
懸
念

し
か
し
、
大
き
な
懸
念
も

あ
る
。
有
機
農
業
の
中
身
が

違
う
も
の
に
な
っ
て
し
ま
わ

な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
実
は
、
代
替
農
薬
の
主

役
は
害
虫
の
遺
伝
子
の
働
き

を
止
め
て
し
ま
う
Ｒ
Ｎ
Ａ
農

薬
と
い
う
も
の
で
、
化
学
農

薬
に
代
わ
る
次
世
代
農
薬
と

し
て
、
す
で
に
バ
イ
オ
企
業

で
開
発
が
進
ん
で
い
る
。
化

学
農
薬
で
な
い
か
ら
と
い
っ

て
、
遺
伝
子
操
作
の
一
種
で

あ
る
Ｒ
Ｎ
Ａ
農
薬
が
有
機
栽

培
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
ら
、
有
機
栽
培
の
本
質

が
損
な
わ
れ
る
。

さ
ら
に
は
、
有
機
栽
培
面

積
の
目
標
を
１
０
０
万
㌶
と

掲
げ
る
一
方
、
予
期
せ
ぬ
遺

伝
子
損
傷
な
ど
で
世
界
的
に

懸
念
が
高
ま
っ
て
い
る
ゲ
ノ

ム
編
集
に
つ
い
て
、
無
批
判

的
に
推
進
の
方
向
を
打
ち
出

し
て
い
る
点
は
大
き
く
矛
盾

す
る
。
そ
の
う
ち
、
ゲ
ノ
ム

編
集
も
有
機
栽
培
に
認
め
る

つ
も
り
な
の
だ
ろ
う
か
と
疑

わ
れ
て
し
ま
う
。

さ
ら
に
は
、
前
回
も
述
べ

た
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
Ａ

Ｉ
、
ス
マ
ー
ト
技
術
な
ど
の

用
語
が
並
び
、
「
高
齢
化
、

人
手
不
足
だ
か
ら
、
Ａ
Ｉ
で

解
決
す
る
」
と
い
う
方
向
性

へ
の
懸
念
で
あ
る
。
実
際
、

バ
イ
オ
企
業
な
ど
は
ス
マ
ー

ト
農
業
技
術
も
含
め
て
、
農

業
生
産
工
程
全
体
を
ト
ー
タ

ル
に
包
含
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
を

展
開
し
つ
つ
あ
る
。

現
に
モ
ン
サ
ン
ト
（
１８
年

に
バ
イ
エ
ル
と
合
併
）
は
化

学
肥
料
市
場
か
ら
、
遺
伝
子

組
み
換
え
作
物
へ
視
点
を
変

え
て
急
成
長
し
、
さ
ら
に
、

１３
年
に
新
た
な
戦
い
方
、
農

業
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
サ
ー

ビ
ス
の
Ｃ
ｌ
ｉ
ｍ
ａ
ｔ
ｅ

Ｃ
ｏ
ｒ
ｐ
ｏ
ｒ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

を
買
収
し
た
。

そ
の
仕
組
み
と
は
、
自
社

を
食
料
供
給
の
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
提
供
企
業
へ
と
変
え
る

こ
と
で
あ
っ
た
。
Ｃ
ｌ
ｉ
ｍ

ａ
ｔ
ｅ
を
通
じ
て
、
こ
れ
ま

で
同
じ
業
界
で
も
異
な
る
業

種
で
あ
っ
た
農
業
機
器
の
製

造
・
販
売
大
手
の
Ａ
Ｇ
Ｃ
Ｏ

と
デ
ー
タ
の
相
互
接
続
を
し

た
り
、
農
機
具
メ
ー
カ
ー
の

Ｊ
ｏ
ｈ
ｎ

Ｄ
ｅ
ｅ
ｒ
の
オ

ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
と

相
互
接
続
を
し
た
り
と
い
っ

た
組
み
合
わ
せ
が
次
々
と
起

き
て
い
っ
た
。
こ
の
組
み
合

わ
せ
か
ら
、
農
地
の
肥
沃
度

管
理
や
区
画
ご
と
の
収
量
分

析
、
地
域
の
気
象
デ
ー
タ
確

認
な
ど
の
作
業
を
一
つ
の
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
上
で
行
う

こ
と
が
で
き
る
デ
ジ
タ
ル
農

業
技
術
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を

提
供
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
人
や
国
、
企

業
が
モ
ン
サ
ン
ト
・
Ｃ
ｌ
ｉ

ｍ
ａ
ｔ
ｅ
と
相
互
接
続
し
、

価
値
を
高
め
て
い
く
中
で
、

農
業
生
産
者
は
ま
す
ま
す
Ｃ

ｌ
ｉ
ｍ
ａ
ｔ
ｅ
を
利
用
す
る

こ
と
に
。
そ
し
て
Ｃ
ｌ
ｉ
ｍ

ａ
ｔ
ｅ
の
利
用
が
促
進
す
れ

ば
、
そ
こ
に
集
ま
る
デ
ー
タ

を
基
に
モ
ン
サ
ン
ト
や
他
の

企
業
は
ユ
ー
ザ
ー
に
満
足
度

の
高
い
サ
ー
ビ
ス
や
製
品
を

提
供
し
て
い
け
る
。

つ
ま
り
、
大
き
な
円
を
描

く
エ
コ
シ
ス
テ
ム
が
生
ま
れ

る
｛
中
村
祐
介
「
デ
ジ
タ
ル

革
命
（
Ｄ
Ｘ
）
が
農
業
の
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
さ
え
変
え
て

い
く
」、
２０
年
２
月
２０
日
｝。

モ
ン
サ
ン
ト
が
買
収
し
た
Ｃ

ｌ
ｉ
ｍ
ａ
ｔ
ｅ
は
人
工
衛
星

で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
モ
ニ
タ
ー

を
ア
プ
リ
で
行
っ
て
、
使
う

べ
き
農
薬
や
化
学
肥
料
、
種

苗
ま
で
が
提
案
さ
れ
る
と
宣

伝
し
て
い
る
（
印
鑰
智
哉

氏
）
。

こ
こ
に
、
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
な
ど

の
Ｉ
Ｔ
大
手
企
業
も
加
わ
っ

て
、
最
終
的
に
は
農
家
は
追

い
出
さ
れ
、
ド
ロ
ー
ン
や
セ

ン
サ
ー
で
管
理
・
制
御
さ
れ

た
デ
ジ
タ
ル
農
業
で
、
種
か

ら
消
費
ま
で
の
儲
け
を
最
大

化
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が

構
築
さ
れ
、
そ
れ
に
巨
大
投

資
家
が
投
資
す
る
姿
も
見
え

て
く
る
。

畜
産
に
つ
い
て
も
、
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
に
配
信
さ
れ
て
い

る
、
こ
の
画
像
（
左
）
の
よ

う
な
世
界
が
危
惧
さ
れ
て
い

る
。現

に
、
今
年
９
月
に
開
催

予
定
の
国
連
食
料
シ
ス
テ
ム

サ
ミ
ッ
ト
は
、
ビ
ル
ゲ
イ
ツ

氏
ら
が
主
導
し
て
、
こ
う
し

た
農
業
を
推
進
す
る
一
環
と

し
よ
う
と
し
て
い
る
と
の
見

方
も
あ
る
。
実
際
、
ビ
ル
ゲ

イ
ツ
氏
は
米
国
最
大
の
農
場

所
有
者
に
な
り
、
マ
ク
ド
ナ

ル
ド
の
食
材
も
ビ
ル
ゲ
イ
ツ

氏
の
農
場
が
供
給
し
て
い
る

と
の
ニ
ュ
ー
ス
が
最
近
も
米

国
で
放
送
さ
れ
た
（
Ｎ
Ｂ
Ｃ

ニ
ュ
ー
ス
、
２１
年
６
月
９

日
）
。

「
み
ど
り
戦
略
」
が
農
水

省
の
意
図
を
超
え
て
、
ビ
ル

ゲ
イ
ツ
氏
ら
が
描
く
よ
う

な
、
農
家
が
い
な
く
な
り
、

デ
ジ
タ
ル
農
業
で
投
資
家
が

利
益
を
む
さ
ぼ
る
よ
う
な
世

界
に
組
み
込
ま
れ
て
い
く
こ

と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

政
府
は
６
月
１８
日
、
「
経

済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本

方
針
２
０
２
１
」
（
骨
太
の

方
針
）
を
閣
議
決
定
し
た
。

農
業
分
野
で
は
、
「
成
長
産

業
化
」
を
掲
げ
、
中
山
間
地

域
等
を
含
め
た
生
産
基
盤
の

確
保
・
強
化
に
向
け
て
、
方

針
が
示
さ
れ
た
。

骨
太
の
方
針
は
、
政
策
の

方
向
性
や
、
翌
年
度
の
予
算

編
成
に
向
け
た
考
え
方
を
示

す
も
の
で
、
毎
年
６
、
７
月

頃
に
策
定
さ
れ
る
。今
年
は
、

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
克
服
と
経
済
の
好
循

環
」
が
当
面
の
課
題
と
し
た

上
で
、
成
長
を
生
み
出
す
４

つ
の
原
動
力
を
推
進
す
る
と

し
て
い
る
。

①
グ
リ
ー
ン
社
会
の
実
現

②
官
民
挙
げ
た
デ
ジ
タ
ル
化

の
加
速
③
日
本
全
体
を
元
気

に
す
る
活
力
あ
る
地
方
創
り

④
少
子
化
の
克
服
、
子
供
を

産
み
育
て
や
す
い
社
会
の
実

現
―
の
４
つ
で
、
③
に
地
方

創
生
の
一
環
と
し
て
、
「
輸

出
を
始
め
と
し
た
農
林
水
産

業
の
成
長
産
業
化
」
が
盛
り

込
ま
れ
た
。
農
業
関
係
の
ポ

イ
ン
ト
は
次
の
と
お
り
。

▽
人
口
減
少
に
伴
う
国
内

市
場
縮
小
や
農
林
漁
業
者
の

減
少
、
気
候
変
動
な
ど
に
対

応
す
る
た
め
、
「
農
林
水
産

業
・
地
域
の
活
力
創
造
プ
ラ

ン
」
等
に
基
づ
く
改
革
を
力

強
く
進
め
、
成
長
産
業
と
し

つ
つ
、
所
得
の
向
上
、
活
力

あ
る
農
山
漁
村
の
実
現
、
食

料
安
全
保
障
の
確
立
を
図

る
。▽

輸
出
戦
略
に
基
づ
き
、

マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
や
マ
ー
ケ

ッ
ト
メ
イ
ク
の
推
進
（
※
）

に
向
け
、
品
目
団
体
の
組
織

化
等
に
よ
る
海
外
で
の
販
売

力
強
化
、
農
産
物
特
有
の
リ

ス
ク
に
対
応
し
事
業
者
の
後

押
し
な
ど
の
施
策
を
講
じ
、

所
要
の
法
改
正
も
含
め
検
討

す
る
。
加
工
・
業
務
用
野
菜

の
国
産
切
替
え
を
進
め
る
。

▽
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ

ム
戦
略
（
※
※
）
の
目
標
達

成
に
向
け
、
革
新
的
技
術
・

生
産
体
系
の
開
発
・
実
装
、

グ
リ
ー
ン
化
（
脱
炭
素
化
）

に
向
け
た
行
動
変
容
を
促
す

仕
組
み
を
検
討
す
る
と
と
も

に
、
国
際
ル
ー
ル
づ
く
り
に

取
り
組
む
。

▽
中
山
間
地
域
等
を
含
め

た
生
産
基
盤
の
確
保
・
強
化

に
向
け
、
ス
マ
ー
ト
農
林
水

産
業
の
実
装
加
速
化
、
支
援

サ
ー
ビ
ス
事
業
の
育
成
な
ど

を
推
進
す
る
。
農
地
中
間
管

理
機
構
（
農
地
バ
ン
ク
）
の

機
能
強
化
等
に
よ
る
農
地
の

集
約
と
最
大
限
の
利
用
、
多

様
な
人
材
確
保
と
担
い
手
育

成
、
新
た
な
農
業
・
農
村
ビ

ジ
ネ
ス
展
開
を
大
胆
に
進
め

る
仕
組
み
を
検
討
す
る
。

ま
た
、
土
地
改
良
事
業
や

家
畜
疾
病
対
策
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
広
域
捕
獲
な
ど

の
鳥
獣
対
策
を
強
化
す
る
。

※
海
外
市
場
で
求
め
ら
れ

る
ス
ペ
ッ
ク
（
量
・
価
格
・

品
質
・
規
格
）
の
産
品
を
そ

の
価
値
に
見
合
っ
た
適
正
な

価
格
で
専
門
的
・
継
続
的
に

生
産
・
輸
出
す
る
こ
と
。

※
※
持
続
可
能
な
食
料
シ

ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
た
新

た
な
政
策
方
針
。Ｃ
Ｏ
２

ゼ
ロ

エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
や
農
薬
・
肥

料
の
低
減
な
ど
２
０
５
０
年

目
標
を
設
定
。

農
水
省
は
６
月
２５
日
、
２０

年
度
の
「
食
品
製
造
業
に
お

け
る
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
（
ハ
サ
ッ

プ
＝
危
害
要
因
分
析
・
重
要

管
理
点
）
に
沿
っ
た
衛
生
管

理
の
導
入
状
況
実
態
調
査
結

果
」
（
有
効
回
答
：
１
３
５

０
企
業
）
を
公
表
し
た
。

２０
年
１０
月
１
日
現
在
で

「
導
入
済
み
」
と
す
る
企
業

は
４２
・
７
％
で
、
前
年
度
に

比
べ
２０
・
２
㌽
増
加
し
た
。

「
導
入
途
中
」
１７
・
７
％
を

加
え
る
と
６０
・
４
％
で
、
１９

・
９
㌽
の
増
加
と
な
っ
た
。

業
種
別
に
み
る
と
、
畜
産
食

料
品
製
造
業（
２
０
４
企
業
）

の
「
導
入
済
み
」
は
６０
・
９

％
と
高
い
。
「
導
入
途
中
」

１８
・
１
％
を
加
え
る
と
、
７９

・
０
％
と
な
る
。

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
に
沿
っ
た
衛

生
管
理
の
種
類
別
の
導
入
状

況
は
、
「
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
に
基

づ
く
衛
生
管
理
」
（
※
）
が

６２
・
６
％
、
「
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ

の
考
え
方
を
取
り
入
れ
た
衛

生
管
理
」
（
※
※
）
が
３７
・

４
％
だ
っ
た
。
畜
産
食
料
品

製
造
業
で
は
、
前
者
が
７３
・

８
％
、
後
者
が
２６
・
２
％

と
、
よ
り
厳
密
な
衛
生
管
理

を
実
施
し
て
い
る
割
合
が
高

い
。ま

た
、「
導
入
済
み
」「
導

入
途
中
」
「
導
入
を
検
討
」

と
回
答
し
た
１
１
６
９
企
業

に
つ
い
て
、
導
入
に
よ
る
効

果（
ま
た
は
期
待
す
る
効
果
、

複
数
回
答
）を
み
る
と
、「
品

質
・
安
全
性
の
向
上
」
が
８２

・
４
％
と
最
も
多
く
、
次
い

で「
従
業
員
の
意
識
の
向
上
」

６５
・
９
％
、
「
企
業
の
信
用

度
や
イ
メ
ー
ジ
の
向
上
」
４８

・
９
％
の
順
と
な
っ
て
い
る
。

※
国
際
機
関
で
あ
る
コ
ー

デ
ッ
ク
ス
委
員
会
の
Ｈ
Ａ
Ｃ

Ｃ
Ｐ
７
原
則
に
基
づ
き
、
食

品
等
事
業
者
自
ら
が
、
使
用

す
る
原
材
料
や
製
造
方
法
等

に
応
じ
、
衛
生
管
理
の
計
画

を
作
成
し
、
管
理
を
行
う
。

※
※
業
界
団
体
が
作
成

し
、
厚
労
省
が
確
認
し
た
手

引
書
を
参
考
に
、
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ

Ｐ
７
原
則
の
考
え
方
を
取
り

入
れ
な
が
ら
も
、
簡
略
化
さ

れ
た
手
法
に
よ
る
衛
生
管
理

を
行
う
。

食
料
・
農
業
知
っ
て
お
き
た
い
話

第
９９
回

農
業
生
産
基
盤
の
確
保
・
強
化
へ

「
デ
ジ
タ
ル
農
業
」の
方
向
性
へ
の
懸
念

「
骨
太
の
方
針
」閣
議
決
定

東
京
大
学
教
授
鈴
木
宣
弘
氏

食
品
製
造
業
の
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
導
入
４３
％

２０
年
度
、
前
年
比
２０
㌽
上
昇
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中
西
義
信
氏
を

組
合
長
に
選
任

肥
後
開
拓
農
協

政
府
は
５
月
２５
日
、
２０
年

度
の
「
食
料
・
農
業
・
農
村

白
書
」
を
閣
議
決
定
し
た
。

特
集
と
し
て
、
「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る

影
響
と
対
応
」
と
題
し
、
食

料
・
農
業
・
農
村
に
お
け
る

影
響
と
対
応
に
つ
い
て
記
述

し
て
い
る
。

食
料
消
費
へ
の
影
響
で

は
、
２０
年
３
月
以
降
、
前
年

と
比
べ
、
外
食
へ
の
支
出
額

が
大
き
く
減
少
す
る
一
方
、

生
鮮
食
品
へ
の
支
出
額
は
増

加
し
、高
止
ま
り
と
な
っ
た
。

自
宅
で
の
食
事
・
料
理
機
会

が
増
え
て
い
る
。

食
料
、
農
産
物
需
要
を
め

ぐ
る
新
た
な
動
き
と
し
て
、

消
費
者
の
１
割
が
販
路
を
失

っ
た
国
内
生
産
者
か
ら
農
水

産
物
を
購
入
す
る
「
応
援
消

費
」
を
実
施
し
た
と
回
答

｛
（
公
財
）
流
通
経
済
研
究

所
｝
し
た
こ
と
、
食
品
産
業

の
３
割
が
国
内
産
地
と
の
取

引
を
増
や
し
た
い
と
回
答

（
㈱
日
本
政
策
金
融
公
庫
）

し
た
こ
と
な
ど
の
調
査
結
果

を
紹
介
。

農
業
生
産
・
販
売
面
で
の

影
響
で
は
、
２０
年
７
月
の
日

本
政
策
金
融
公
庫
に
よ
る
調

査
で
、
農
業
者
の
半
数
が
売

上
高
に
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
が

あ
る
と
回
答
（
２１
年
１
月
の

調
査
で
は
６
割
強
に
上

昇
）。
理
由
と
し
て
は
、「
単

価
・
相
場
の
下
落
」
が
最
も

多
く
、
次
い
で
「
既
往
販
路

・
出
荷
ル
ー
ト
の
縮
小
・
停

止
」、「
消
費
者
へ
の
直
接
販

売（
直
営
所
な
ど
）の
縮
小
・

休
業
」の
順
と
な
っ
て
い
る
。

販
路
の
維
持
、
拡
大
に
向

け
た
新
た
な
動
き
と
し
て
、

生
産
者
・
観
光
農
園
が
オ
ン

ラ
イ
ン
を
活
用
し
、
消
費
者

へ
の
直
接
販
売
や
、
外
食
用

か
ら
小
売
・
加
工
用
へ
の
販

路
変
更
に
取
り
組
ん
で
い

る
。地

方
へ
の
関
心
や
働
き

方
、
交
流
に
関
す
る
新
た
な

動
き
も
み
ら
れ
る
。
テ
レ
ワ

ー
ク
な
ど
場
所
を
問
わ
な
い

働
き
方
が
進
展
す
る
に
つ

れ
、
地
方
へ
の
関
心
が
高
ま

っ
て
い
る
。
東
京
都
で
は
２０

年
５
月
、
集
計
を
開
始
し
た

１３
年
７
月
以
降
、
初
め
て
転

出
超
過
と
な
り
、
７
月
以
降

も
継
続
し
て
い
る
。
ま
た
、

内
閣
府
の
調
査
に
よ
る
と
、

同
感
染
症
の
影
響
で
三
大
都

市
圏
の
住
民
の
地
方
へ
の
移

住
意
向
が
増
加
（
表
）
。
特

に
、
２０
代
で
関
心
が
高
ま
っ

て
い
る
。

特
集
の
末
尾
で
は
、
食
料

供
給
に
影
響
を
及
ぼ
す
リ
ス

ク
が
多
様
化
し
て
い
る
と
指

摘
。
食
料
自
給
率
の
向
上
や

食
料
安
全
保
障
の
強
化
へ
の

期
待
が
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て

い
る
と
記
述
し
て
い
る
。

白
書
の
巻
頭
の
ト
ピ
ッ
ク

ス
で
は
、「
農
林
水
産
物
・
食

品
の
輸
出
の
新
た
な
戦
略
」

「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム

戦
略
」「
１９
年
度
ス
マ
ー
ト
農

業
実
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」「
農

業
・
食
関
連
産
業
で
の
デ
ジ

タ
ル
変
革
の
推
進
」「
鳥
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
、
豚
熱
へ
の
対

応
」「
植
物
新
品
種
の
海
外
流

出
対
策
」「
フ
ー
ド
テ
ッ
ク
の

現
状
」
の
７
つ
の
テ
ー
マ
を

取
り
上
げ
て
い
る
。
１９
年
度

か
ら
実
施
し
て
い
る
ス
マ
ー

ト
農
業
実
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
つ
い
て
は
、
成
果
事
例
や

課
題
を
記
述
し
て
い
る
。

本
編
は
、
第
１
章
「
食
料

の
安
定
供
給
の
確
保
」
、
第

２
章
「
農
業
の
持
続
的
な
発

展
」
、
第
３
章
「
農
村
の
振

興
」、第
４
章
「
災
害
か
ら
の

復
旧
・
復
興
や
防
災
・
減
災
、

国
土
強
靭
化
等
」
で
構
成
。

第
３
章
で
は
、
冒
頭
で
、

農
村
の
少
子
高
齢
化
・
人
口

減
少
が
都
市
に
先
駆
け
て
進

行
し
て
い
る
こ
と
を
記
述
。

農
村
の
高
齢
化
率
（
６５
歳
以

上
）
は
、
都
市
部
よ
り
２０
年

程
度
先
行
し
て
い
る
。
一
方

で
、
三
大
都
市
圏
か
ら
市
町

村
へ
の
転
入
者
が
三
大
都
市

圏
へ
の
転
出
者
を
上
回
る

「
田
園
回
帰
」
の
動
き
が
全

国
的
に
拡
大
し
て
い
る
。

中
山
間
地
域
に
つ
い
て

は
、
農
地
面
積
、
農
業
産
出

額
で
全
国
の
４
割
を
占
め
、

食
料
生
産
・
多
面
的
機
能
の

発
揮
の
面
で
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
こ
と
を
明

記
。
だ
が
、
１
経
営
体
当
た

り
の
農
業
所
得
は
全
国
平
均

の
８
割
程
度
で
推
移
し
て
い

る
。
こ
の
た
め
、
中
山
間
地

域
等
の
特
性
を
活
か
し
た
複

合
経
営
の
全
国
的
な
展
開
を

推
進
す
る
と
し
て
い
る
。

農
水
省
は
６
月
３
日
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
（
情
報
管
理
技
術
）
を

活
用
し
た
農
業
の
取
り
組
み

に
関
す
る
意
識
・
意
向
調
査

結
果
を
公
表
し
た
。
デ
ー
タ

を
活
用
し
て
い
る
認
定
農
業

者
等
を
対
象
に
実
施
。
営
農

管
理
の
方
法
は
、
「
ノ
ー
ト

に
記
録
」が
約
半
数
で
、「
エ

ク
セ
ル
や
ワ
ー
ド
等
を
用
い

て
、
自
ら
の
様
式
で
管
理
」

と
の
合
計
が
７
割
を
占
め
て

い
る
。
専
用
ソ
フ
ト
や
シ
ス

テ
ム
を
用
い
た
「
営
農
管
理

シ
ス
テ
ム
を
活
用
」
は
５
％

台
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

食
料
・
農
業
・
農
村
基
本

計
画（
２０
年
３
月
閣
議
決
定
）

で
は
、
先
端
技
術
を
活
用
し

た
ス
マ
ー
ト
農
業
の
現
場
実

装
を
は
じ
め
、
多
様
な
取
り

組
み
を
推
進
し
、
「
２５
年
ま

で
に
農
業
の
担
い
手
の
ほ
ぼ

全
て
が
デ
ー
タ
を
活
用
し
た

農
業
を
実
践
す
る
こ
と
を
目

指
す
」
と
の
目
標
を
掲
げ
て

い
る
。

同
調
査
は
、
２
０
２
０
年

農
林
業
セ
ン
サ
ス
に
お
い

て
、
農
業
経
営
を
行
う
た
め

の
デ
ー
タ
の
活
用
に
つ
い
て

「
デ
ー
タ
を
取
得
し
て
活
用
」

と
回
答
し
た
認
定
農
業
者
等

を
対
象
に
実
施
し
、
そ
の
実

態
を
調
べ
た
（
回
答
１
４
２

０
人
）
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ

コ
ン
等
の
デ
ジ
タ
ル
機
器
の

所
有
は
、「
所
有
し
て
い
る
」

８８
・
７
％
、
「
所
有
し
て
い

な
い
」
１０
・
４
％
。
営
農
す

る
際
の
活
用
は
、
「
活
用
し

て
い
る
」
７３
・
９
％
、
「
活

用
し
て
い
な
い
」２５
・
７
％
。

活
用
し
て
い
な
い
理
由
（
複

数
回
答
）
は
、
「
営
農
へ
の

活
用
方
法
が
わ
か
ら
な
い
」

が
７０
・
１
％
と
最
も
多
い
。

営
農
管
理
の
方
法
は
、「
ノ

ー
ト
に
記
録
（
営
農
日
誌

等
）
」
が
４５
・
７
％
と
最
も

多
く
、
次
い
で
「
エ
ク
セ
ル

や
ワ
ー
ド
等
を
用
い
て
、
自

ら
の
様
式
で
管
理
」
２１
・
３

％
、
「
農
協
等
が
一
括
し
て

管
理
」
６
・
５
％
、
「
生
育

状
況
等
を
写
真
に
撮
っ
て
保

存
」５
・
８
％
の
順
で
、「
営

農
管
理
シ
ス
テ
ム
を
活
用
」

は
５
・
３
％
だ
っ
た
。

今
後
の
営
農
管
理
シ
ス
テ

ム
の
活
用
に
つ
い
て
は
、「
活

用
す
る
意
向
が
あ
る
」
５１
・

８
％
、
「
活
用
す
る
意
向
は

な
い
」
４５
・
８
％
。
活
用
す

る
意
向
は
な
い
理
由
（
同
）

は
、
「
営
農
管
理
シ
ス
テ
ム

を
利
用
す
る
必
要
が
な
い
か

ら
（
現
在
の
方
法
で
十
分
だ

か
ら
）
」
が
５１
・
２
％
と
最

も
多
い
。

ス
マ
ー
ト
農
機
（
※
）
の

営
農
へ
の
活
用
に
つ
い
て

は
、
「
活
用
し
て
い
な
い
」

が
８４
・
９
％
と
最
も
多
く
、

次
い
で「
活
用
し
て
い
る（
共

同
利
用
や
レ
ン
タ
ル
を
含

む
）
」
１２
・
０
％
、
「
自
ら

保
有
は
し
て
い
な
い
が
、
委

託
先
が
活
用
し
て
い
る
」
１

・
８
％
の
順
だ
っ
た
。
「
活

用
し
て
い
る
」
を
地
域
別
に

み
る
と
、
都
府
県
の
８
・
７

％
に
対
し
て
、
北
海
道
は
２９

・
８
％
と
高
い
。

※
デ
ー
タ
に
基
づ
き
自
動

で
制
御
・
稼
働
す
る
農
機
。

Ｇ
Ｐ
Ｓ
（
全
地
球
測
位
シ
ス

テ
ム
）
ガ
イ
ダ
ン
ス
シ
ス
テ

ム
を
既
存
の
ト
ラ
ク
タ
ー
に

設
置
す
る
場
合
や
水
位
情
報

が
共
有
さ
れ
る
水
田
セ
ン
サ

ー
、
施
設
園
芸
に
お
け
る
環

境
制
御
装
置
、
畜
産
に
お
け

る
個
体
識
別
管
理
な
ど
。

埼
玉
県
の
戦
後
開
拓
地
の

入
植
状
況
は
、１
９
４
５（
昭

和
２０
）
年
か
ら
５４
年
ま
で
の

１０
年
間
で
、
入
植
戸
数
１
７

６
７
戸
、
離
農
戸
数
４
４
５

戸
、
差
引
定
着
戸
数
１
３
２

２
戸
だ
っ
た
（
「
開
拓
三
十

年
」
７６
年
発
行
）
。

開
拓
地
は
県
東
部
、
西
部

に
は
少
な
く
、
中
部
に
多
か

っ
た
。
中
部
地
区
は
、
旧
・

軍
用
地
が
集
中
し
て
い
た
こ

と
や
、
地
形
的
に
台
地
が
多

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
開
拓
用

地
と
し
て
払
い
下
げ
ら
れ
る

面
積
が
大
き
か
っ
た
。

県
南
部
で
東
京
都
と
接
す

る
入
間
市
は
、
都
心
へ
の
通

勤
圏
内
に
あ
る
。
同
市
に
お

い
て
も
、
戦
後
、
狭
山
飛
行

場
跡
地
や
民
有
地
で
開
拓
事

業
が
実
施
さ
れ
た
。
４９
年
、

当
時
は
入
間
郡
に
属
し
て
い

た
金
子
村
の
西
南
端
地
区
の

民
有
林
７０
㌶
が
、
政
府
買
い

上
げ
に
よ
り
開
放
さ
れ
、
地

元
の
二
・
三
男
及
び
復
員
軍

人
等
２０
戸
が
入
植
し
た
。
同

地
区
を
流
れ
る
桂
川
（
現
・

霞
川
）
に
ち
な
ん
で
、
桂
開

拓
と
命
名
。
同
年
、
桂
開
拓

農
協
を
設
立
し
た
。

食
糧
を
は
じ
め
、
肥
料
や

農
機
具
が
不
足
し
、
開
墾
は

苦
労
の
連
続
だ
っ
た
。
入
植

者
は
鍬
に
よ
る
手
作
業
で
開

墾
を
行
っ
た
。
５１
年
か
ら
５３

年
に
か
け
て
、
待
望
の
電
灯

が
灯
り
、
ラ
ン
プ
生
活
か
ら

解
放
さ
れ
た
。
組
合
員
は
毎

日
、
開
墾
作
業
に

励
み
、
営
農
は
陸

稲
や
ス
イ
カ
栽
培

へ
と
進
ん
だ
。
や

が
て
、
茶
栽
培
や

畜
産
も
盛
ん
に
な

っ
た
。
現
在
、
肉

用
牛
肥
育
な
ど
が
営
ま
れ
て

い
る
。

８０
年
、
開
拓
地
に
「
桂
公

会
堂
」
が
完
成
。
８２
年
、
公

会
堂
の
敷
地
内
に
記
念
碑
を

建
立
し
（
写
真
㊤
左
）
、
除

幕
式
を
挙
行
し
た
。

記
念
碑
の
碑
銘
は
「
開
拓

碑
」
（
写
真
㊦
）
で
、
下
側

に
碑
文
が
浅
く
刻
ま
れ
て
い

る
。
中
段
に
は
、
「
当
時
、

終
戦
直
後
の
た
め
、
農
業
経

験
の
未
熟
に
加
え
、
諸
物
資

は
不
足
し
、
特
に
農
業
経
験

の
浅
い
入
植
者
の
生
活
は
極

度
に
困
窮
に
達
し
た
。併
し
、

我
々
は
一
致
協
同
開
拓
精
神

を
発
揚
し
、
こ
の
苦
難
を
乗

ひ
た
す
ら

り
越
え
只
管
開
拓
事
業
に
邁

進
し
た
」
と
あ
る
。
裏
面
に

は
、
入
植
者
の
氏
名
・
出
身

地
が
記
さ
れ
て
い
る
。

人
の
動
き

肥
後
開
拓
農
協（
熊
本
市
）

は
６
月
２４
日
、
第
１３
回
通
常

総
会
を
開
催
し
、
役
員
改
選

を
行
っ
た
。
総
会
後
の
役
員

会
で
新
代
表
理
事
組
合
長
に

中
西
義
信
氏
を
選
任
し
た
。

開
拓
組
織
の
動
き

７
月
後
半
か
ら
９
月
上
旬

に
か
け
て
予
定
さ
れ
て
い

る
、
開
拓
組
織
及
び
関
係
団

体
な
ど
の
主
な
行
事
は
次
の

と
お
り
。

７
月

２０
日

全
開
連
理
事
会

８
月

２４
日

北
海
道
チ
ク
レ
ン
農

協
連
通
常
総
会

㈱
北
海
道
チ
ク
レ
ン

ミ
ー
ト
株
主
総
会

９
月

１
日

全
開
連
理
事
会
・
監

事
会全

日
本
開
拓
者
連
盟

中
央
常
任
委
員
会

２
日

全
開
連
決
算
監
査
・

監
事
会

コ
ロ
ナ
影
響
、新
た
な
動
き
な

ど

特
集

２０
年
度「
食
料
・
農
業
・
農
村
白
書
」

営
農
管
理
「
ノ
ー
ト
に
記
録
」
約
半
数

埼玉県入間市・桂開拓

農
業
Ｉ
Ｃ
Ｔ

意
向
調
査

ス
マ
ー
ト
農
機
活
用
は
１
割
台

「開拓碑」
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農
水
省
は
６
月
に
「
茶
を

め
ぐ
る
情
勢
」を
公
表
し
た
。

茶
の
消
費
動
向
な
ど
に
つ
い

て
ま
と
め
た
も
の
。
２０
年
は

リ
ー
フ
茶
（
緑
茶
）
の
消
費

量
・
金
額
が
と
も
に
増
加
に

転
じ
て
い
る
。

◆
消
費
動
向

「
１
世
帯
当
た
り
の
リ
ー

フ
茶
消
費
量
の
推
移
」
は
、

図
の
と
お
り
。
１５
年
間
ほ
ど

に
渡
っ
て
長
年
減
少
傾
向
で

推
移
し
て
き
た
が
、
３
年
ぶ

り
に
増
加
に
転
じ
た
。
「
１

世
帯
当
た
り
の
緑
茶
・
茶
飲

料
の
年
間
支
出
金
額
」
は
、

緑
茶
が
３
８
１
７
円
で
、
前

年
か
ら
３７
円
増
え
、
４
年
ぶ

り
に
増
加
し
た
。一
方
、

茶
飲
料
は
前
年
か
ら
微

減
の
傾
向
と
な
っ
た
。

「
年
齢
別
の
緑
茶
と

茶
飲
料
の
消
費
動
向

（
２０
年
）」を
み
る
と
、

緑
茶
は
２９
歳
以
下
で
１

１
０
９
円
、
３０
〜
３９
歳

で
９
２
９
円
な
ど
、
お

お
む
ね
年
代
が
低
い
ほ

ど
一
世
帯
当
た
り
の
年

間
支
出
額
が
低
い
傾
向

が
み
ら
れ
た
。
茶
飲
料

へ
の
支
出
金
額
は
５０
〜

５９
歳
で
最
も
高
く
、
２９
歳
以

下
、
５０
・
６０
代
で
消
費
が
多

い
傾
向
が
み
ら
れ
た
。

飲
用
頻
度
に
つ
い
て
は
、

同
省
の
消
費
動
向
の
調
査
で

は
１４
・
３
％
の
人
が
「
増
え

た
」
と
回
答
し
て
お
り
、
特

に
１８
〜
２９
歳
は
２６
％
と
他
世

代
よ
り
も
「
増
え
た
」
が
多

く
な
っ
て
い
る
。

「
増
え
た
」
と
回
答
し
た

人
の
理
由
で
は
、
「
自
宅
で

食
事
を
す
る
時
間
が
増
え

た
」
「
自
宅
で
く
つ
ろ
ぐ
時

間
が
増
え
た
」の
ほ
か
、「
健

康
機
能
性
に
魅
力
を
感
じ

た
」
な
ど
の
理
由
が
高
く
な

っ
て
い
る
。
同
省
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
に
よ
る
巣
ご
も
り
需
要

の
増
加
や
健
康
機
能
性
の
魅

力
か
ら
、
緑
茶
の
消
費
が
増

加
し
た
も
の
と
分
析
し
て
い

る
。ま

た
、
茶
販
売
促
進
緊
急

対
策
事
業
の
実
施
主
体
に
調

査
し
た
と
こ
ろ
、
２０
年
末
の

茶
の
在
庫
量
は
前
年
か
ら
５

％
減
少
し
て
い
る
。

◆
世
界
の
茶
の
動
向
と
産

地
の
現
状

２０
年
の
緑
茶
の
輸
出
額
は

１
６
２
億
円
で
、
輸
出
も
巣

ご
も
り
需
要
の
増
加
な
ど
か

ら
過
去
最
高
額
と
な
っ
た
。

「
世
界
に
お
け
る
緑
茶
の
貿

易
量
の
見
通
し
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
予

測
）
」
で
は
、
２７
年
に
は
１７

年
比
で
生
産
量
が
２
・
１
倍

（
１
７
７
万
㌧
↓
３
６
５
万

㌧
）
、
貿
易
量
が
１
・
６
倍

（
３７
万
㌧
↓
６１
万
㌧
）
に
増

加
す
る
と
見
通
さ
れ
る
。

一
方
、
茶
産
地
は
高
齢
化

が
進
み
、
機
械
化
が
困
難
な

傾
斜
地
で
は
季
節
ご
と
の
労

働
時
間
の
偏
り
が
大
き
い
。

一
部
の
産
地
で
は
早
・
晩
生

の
品
種
導
入
で
摘
採
期
の
分

散
も
図
ら
れ
て
い
る
も
の

の
、
一
番
茶
・
二
番
茶
の
時

期
に
は
１０
ａ
当
た
り
で
平
坦

地
の
約
２
倍
程
度
の
労
働
時

間
と
な
っ
て
い
る
。
消
費
が

増
え
た
一
方
、
生
産
量
・
栽

培
面
積
は
と
も
に
減
少
傾
向

が
続
い
て
い
る
。

◆
引
き
続
き
消
費
促
進
を

２０
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

で
茶
の
消
費
量
が
増
加
し
た

が
、
減
少
傾
向
が
長
年
続
い

て
い
る
茶
の
消
費
を
促
す
た

め
、
同
省
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
の
ほ

か
、
各
種
協
議
会
な
ど
に
よ

り
、
茶
の
消
費
喚
起
に
向
け

た
取
り
組
み
が
続
け
ら
れ
て

い
る
。

今
後
も
継
続
し
て
茶
の
消

費
を
促
す
活
動
の
広
が
り
が

望
ま
れ
る
。

農
水
省
は
６
月
９
日
、
２０

年
度
の
「
農
業
委
員
へ
の
女

性
の
参
画
状
況
」
を
公
表
し

た
。
女
性
農
業
委
員
が
登
用

さ
れ
て
い
る
農
業
委
員
会
数

は
増
加
が
続
い
て
い
る
。

全
国
の
女
性
農
業
委
員
数

は
２
８
６
１
人
で
、
前
年
か

ら
７３
人
増
。全
農
業
委
員（
２

万
３
２
０
１
人
）
に
占
め
る

割
合
は
１２
・
３
％
（
前
年
度

比
０
・
２
㌽
増
）
だ
っ
た
。

女
性
農
業
委
員
が
登
用
さ

れ
て
い
る
農
業
委
員
会
数
は

１
４
４
８
で
１８
増
え
、
８５
・

１
％
（
１
・
１
㌽
増
）
を
占

め
た
。
全
国
の
農
業
委
員
会

数
は
全
体
で
は
１
７
０
２

で
、
１
委
員
会
減
少
し
た
。

都
道
府
県
別
に
み
る
と
、

女
性
の
割
合
が
高
い
の
は
、

栃
木
県
１９
・
０
％
（
０
・
６

㌽
減
）
、
岩
手
県
１８
・
９
％

（
０
・
３
㌽
増
）
、
群
馬
県

１８
・
５
％
（
２
・
８
㌽
増
）

の
順
だ
っ
た
。

一
方
、割
合
が
低
い
の
は
、

福
島
７
・
５
％
（
０
・
３
㌽

増
）
、
香
川
７
・
６
％
（
０

・
４
㌽
減
）
、
北
海
道
８
・

２
％
（
０
・
７
㌽
増
）
の
順

だ
っ
た
。

農
業
委
員
の
う
ち
女
性
の

平
均
人
数
で
は
、
栃
木
が
２

・
９
人
、
滋
賀
が
２
・
８

人
、
岩
手
・
群
馬
・
山
口

が
２
・
４
人
の
順
で
多
か

っ
た
。

第
５
次
男
女
共
同
参
画

基
本
計
画
に
お
け
る
成
果

目
標
（
農
業
委
員
に
占
め

る
女
性
の
割
合
３０
％
）
を

達
成
し
て
い
る
農
業
委
員

会
数
は
６６
だ
っ
た
。う
ち
、

長
野
・
和
歌
山
の
４２
・
９

％
、
岩
手
・
東
京
の
４０
・

０
％
な
ど
９
県
で
女
性
が

４
割
を
超
え
て
い
る
。

厚
労
省
研
究
班
は
５
月
２６

日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
よ
る
緊
急
事
態
宣

言
下
で
、
国
民
の
生
活
習
慣

に
変
化
が
あ
り
、
野
菜
を
食

べ
る
量
や
頻
度
が
増
え
た
人

が
１
割
を
超
え
て
い
る
こ
と

を
報
告
し
た
。

２
０
１
０
年
国
民
健
康
・

栄
養
調
査
に
参
加
し
た
２０
歳

以
上
の
男
女
の
う
ち
、
２０
年

時
点
で
追
跡
調
査
に
参
加
し

て
い
た
人
の
中
か
ら
、
１
９

８
１
人
か
ら
の
回
答
を
分
析

し
た
も
の
。

「
緊
急
事
態
宣
言
下
で
の

野
菜
を
食
べ
る
量
や
頻
度
」

は
、
「
増
え
た
」
は
、
男
女

と
も
図
の
と
お
り
。
女
性
が

１
・
２
㌽
高
か
っ
た
。
男
女

と
も
、
「
減
っ
た
」
の
２
倍

以
上
「
増
え
た
」
が
多
く
、

「
変
わ
ら
な
か
っ
た
」
は
男

性
が
１
・
３
㌽
高
か
っ
た
。

６５
歳
未
満
と
６５
歳
以
上
の

年
代
別
の
傾
向
で
み
る
と
、

６５
歳
未
満
は
「
増
え
た
」
が

１２
・
９
％
、
６５
歳
以
上
は「
増

え
た
」
が
１４
・
３
％
で
、
６５

歳
以
上
が
１
・
４
㌽
高
い
。

「
変
わ
ら
な
か
っ
た
」
は
６５

歳
未
満
が
８１
・
８
％
、
６５
歳

以
上
が
７８
・
３
％
で
、
６５
歳

未
満
が
３
・
５
㌽
高
か
っ
た
。

同
研
究
班
は
野
菜
を
食
べ

る
量
や
頻
度
の
増
加
原
因
と

し
て
、
自
宅
で
調
理
し
た
も

の
を
食
べ
る
頻
度
が
増
え
た

た
め
と
分
析
し
て
い
る
。

（
株
）
Ｋ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｉ
Ｎ
Ｕ

は
６
月
１３
日
、
「
野
菜
の
摂

取
に
関
す
る
意
識
調
査
」
の

結
果
を
公
表
し
た
。
厚
労
省

が
行
な
っ
て
い
る
「
健
康
寿

命
を
の
ば
す
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
し
た
国
民
運
動
で

あ
る
「
ス
マ
ー
ト
・
ラ

イ
フ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
Ｓ
Ｌ
Ｐ
）
」
に
参
画

し
実
施
し
た
も
の
。
全

国
の
１８
歳
以
上
の
男
女

２
９
０
人
か
ら
回
答
を

得
た
。

毎
日
野
菜
を
食
べ
て

い
る
人
は
全
体
の
５
割

弱
で
、
好
き
な
野
菜
で

は
ト
マ
ト
が
ト
ッ
プ
と
な
っ

て
い
る
。

「
野
菜
を
食
べ
る
こ
と
を

日
々
意
識
し
て
い
る
か
」は
、

「
意
識
し
て
い
る
」
「
少
し

意
識
し
て
い
る
」
合
わ
せ
て

９１
％
に
上
っ
た
。

「
野
菜
を
１
週
間
の
う
ち

約
何
日
ほ
ど
食
べ
て
い
る

か
」で
は
、「
毎
日
」が
４９
・
３

％
と
最
も
高
く
、次
い
で「
５

〜
６
日
」
２０
・
７
％
、
「
３

〜
４
日
」１７
・
９
％
だ
っ
た
。

「
野
菜
が
好
き
か
」
は
、

「
好
き
」
が
６９
・
３
％
だ
っ

た
。
同
社
は
、
野
菜
の
好
き

嫌
い
が
摂
取
量
が
少
な
い
原

因
で
は
な
く
、
摂
取
の
機
会

が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る

こ
と
が
原
因
と
考
察
し
て
い

る
。「

好
き
な
野
菜
」
は
、
表

の
と
お
り
。
ト
マ
ト
が
最
も

高
く
、
次
い
で
キ
ャ
ベ
ツ
、

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
な
ど
、
味
に

ク
セ
が
無
い
野
菜
の
人
気
が

高
い
傾
向
だ
っ
た
。
一
方
、

「
嫌
い
な
野
菜
」
で
は
、
セ

ロ
リ
・
ピ
ー
マ
ン
・
ゴ
ー
ヤ

な
ど
で
順
位
が
高
く
、
味
や

匂
い
に
ク
セ
の
あ
る
野
菜
が

多
く
挙
が
っ
た
。

消
費
者
が
野
菜
の
摂
取
量

を
増
や
し
や
す
い
、
さ
ら
な

る
情
報
の
発
信
が
望
ま
れ

る
。

（
株
）
ク
ロ
ス
・
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
は
６
月
１６
日
、「
フ

ー
ド
ロ
ス
に
関
す
る
調
査
」

の
結
果
を
公
表
し
た
。
対
象

は
全
国
の
２０
〜
６９
歳
の
男
女

１
１
０
０
人
。
「
つ
い
無
駄

に
し
て
し
ま
う
野
菜
」
は
、

キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
の
葉
も
の
の

野
菜
が
最
も
多
く
、
消
費
期

限
な
ど
を
意
識
し
て
対
策
し

て
い
る
人
が
多
い
。

「
普
段
つ
い
無
駄
に
し
て

し
ま
う
・
食
べ
き
れ
ず
に
捨

て
て
し
ま
う
食
品
（
複
数
回

答
）
」
の
順
位
は
図
の
と
お

り
。
キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
の
葉
も

の
の
野
菜
で
フ
ー
ド
ロ
ス

（
食
品
ロ
ス
）
を
出
し
て
し

ま
う
人
が
最
も
多
く
な
っ
て

い
る
。

男
女
別
で
は
、
「
葉
も
の

の
野
菜
」
で
は
女
性
が
男
性

よ
り
も
１
・
６
倍
程
度
多
い

な
ど
、
上
位
３
項
目
は
全
て

女
性
の
割
合
が
高
い
。
ご
は

ん
・
肉
な
ど
で
は
、
男
性
が

女
性
よ
り
も
多
か
っ
た
。

年
代
別
に
み
る
と
、
「
葉

も
の
の
野
菜
」
は
３０
代
が
２６

・
４
％
で
最
も
多
く
、
「
飾

り
つ
け
の
野
菜
」
は
６０
代
が

１５
・
０
％
、
「
根
菜
類
」
は

２０
代
が
１１
・
８
％
で
そ
れ
ぞ

れ
最
も
多
か
っ
た
。

性
年
代
別
で
は
、
「
葉
も

の
野
菜
」
は
３０
代
女
性
３０
・

９
％
、「
飾
り
つ
け
の
野
菜
」

は
６０
代
女
性
が
１９
・
１
％
、

「
根
菜
類
」
は
２０
代
女
性
が

１４
・
５
％
と
な
っ
て
い
る
。

「
フ
ー
ド
ロ
ス
を
し
な
い

よ
う
に
心
掛
け
て
い
る
こ

と
、
工
夫
し
て
い
る
こ
と

（
同
）
」
で
は
、
「
賞
味
期

限
の
早
い
食
品
か
ら
利
用
す

る
」
が
４５
・
４
％
で
最
も
高

く
、
次
い
で
「
食
べ
き
れ
な

い
分
は
冷
凍
す
る
」
が
４３
・

０
％
、
「
賞
味
期
限
の
近
い

値
引
き
商
品
を
買
う
」
が
３５

・
０
％
だ
っ
た
。

「
フ
ー
ド
ロ
ス
を
し
て
し

ま
っ
た
と
き
の
気
持
ち

（
同
）」で
は
、「
食
品
に
対
し

て
申
し
訳
な
い
気
持
ち
に
な

る
」
が
４９
・
２
％
、
「
も
っ

た
い
な
い
こ
と
を
し
た
と
思

う
」
が
４９
・
１
％
、
「
な
ん

と
な
く
罪
悪
感
が
あ
る
」
が

３３
・
９
％
の
順
で
高
か
っ
た
。

好きな野菜
割合
２０．３％
７．９％
６．９％
６．６％
５．２％

野菜
トマト
キャベツ
ブロッコリー
レタス
キュウリ

「
特
に
好
き
」ト
マ
ト
２０
％
で
ト
ッ
プ

リ
ー
フ
茶
消
費
３
年
ぶ
り
に
増
加

毎
日
野
菜
摂
取
は
５
割
弱

コ
ロ
ナ
禍
、健
康
機
能
性
の
魅
力
な
ど
で

（株）KOMAINUの資料から

緊
急
事
態
宣
言
下
で
、野
菜
摂
取
増
が
１
割
超

６５
歳
以
上
は
１.４
ポ
イ
ン
ト

高
く

厚
労
省
調
査

キ
ャ
ベ
ツ
な

ど「
葉
も
の
」最
多

フ
ー
ド
ロ
ス
出
て
し
ま
う
食
品

女
性
農
業
委
員
１２
・
３
％
に

登
用
は
１８
委
員
会
増
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トマト黄化葉巻病は、葉脈間が黄化
して縮葉を起こす・発病後は開花して
も結実しないなどの症状を起こす病気
で、全国的に問題になっており、簡単
な診断で病害のまん延を防止できる技
術が望まれている。農水省の「最新農
業技術・品種２０２１」から、同病の迅速
診断技術を紹介する。
病原体であるTYLCV（同病の頭文
字を取ったウイルス名）は体長０．８㎜程
度のタバココナジラミによって伝搬さ
れ、急速にほ場内に広がる。感染拡大
防止のためには、感染株を早期に発見
して抜き取るとともに、タバココナジ
ラミを防除することが必要となる。早
期診断のための TYLCV 検出キット
が、茨城県農業総合センターと民間企

業との共同により開発された。
同キットには、試験紙本体の他に、
摩砕（細かくくだき、すり潰すこと）
袋とスポイトが添付されている。この
セット一つで迅速診断が可能。
キットの作業手順は簡単で、誰でも、
どこでも行うことができる。手順は、
①TYLCV 感染の疑いのあるトマト
の葉柄０．２gを、キットに付属している

か んしょう

摩砕袋（緩衝液などを含む）に入れ、ペ
ン先などで摩砕する②摩砕液を付属の
スポイトで試験紙本体に滴下する③５
～３０分程度でラインが現れ、２本のラ
インが現れれば陽性、１本だと陰性と
診断できる―という流れ（図）。
大玉、中玉、ミニトマト全てで使用
できる。TYLCVの２つの系統｛イス

ラエル（IL）系統とマイルド（Mld）
系統｝の両方を区別なく検出すること
ができる。また、黄化葉巻病感受性品
種だけでなく、耐病性品種についても
検出できる。従来のPCR法では、検体
を輸送する必要があったこともあり、
診断結果の判明まで約４時間かかって
いたのに対し、このキットであれば、
５～３０分の検定時間で診断結果を得る
ことができる。判定は、陽性の場合に
は判定窓に赤紫色のラインが２本（コ
ントロールライン、テストライン）、
陰性の場合には１本（コントロールラ
イン）が出る。再検査が必要な場合に
は、陰性とは異なる位置に線が１本（テ

ストライン）出る・あるいは線が出な
い仕組みとなっている。
まん延防止に必要な発病株の抜き取
りや媒介虫の防除などにも迅速に対応
することが可能となる。同病のまん延
を防止することで、トマトの安定生産
に役立てることができる。
同キットは使い勝手を考慮して５回
分ずつ包装され、１０回分（２包装）単
位で販売されている。定価は約１万５
千円となっている。使用する密封チャ
ック付き袋はできるだけ空気を抜き、
チャック部分をしっかり閉めるなど、
用法に従って適正に使用することが重
要となる。

農水省が６月に公表した「２１年度冬
春野菜等の需給ガイドライン」による
と、多くの品目で前年度より需要量の
増加が見込まれている。
同省は、主要な野菜について、需要
に即した生産を図るため、毎年、次期
作の夏秋野菜及び冬春野菜の需要量、
供給量、作付面積に関するガイドライ
ンを策定している。

今回、２１年１０月から２３年３月までに
出荷される主要な冬春野菜１９品目につ
いて策定した。
需要量：過去１０年間の１人当たり需
要量（純食料ベース。通常食べない部
分を除いた量）の推移から、推計年次
の１人当たり需要量を推計し、右表の
程度と見込んだ。春ダイコン、冬ニン
ジンなど多くの品目で前年産実績を上
回る一方、タマネギ、ミニトマト、春
ハクサイなどは下回る見込み。
供給量：需要量を歩留まり率及び

（１―消耗率）で除して算出。前年産
実績と比べた増減率は、需要量と同様
となっている。

国内産供給量：供給量を基に、輸入
動向を勘案して推計（収穫量）。春ダ
イコン、冬・春夏ニンジン、ホウレン
ソウなどが前年産実績を上回る一方、
タマネギ、ミニトマトは減少幅が大き
い。
作付面積：国内産供給量を、過去１０

年間の単収の推移から推計した単収で
除して算出。全国の作付面積の指標と
なる。多くの品目で前年産実績以上も
しくは前年産並みとなっている。一方、
前年産実績が２１年度ガイドラインより
多かった北海道産タマネギ、ミニトマ
トは減少幅が大きい。

農水省は２１年産温州ミカンの予想生
産量を発表した。安定的な生産・出荷
に向けて、毎年、推計している。２１年
産の予想生産量は、産地によるばらつ
きはあるものの、全国的には着果量が
確保されていることから、前年産生産
実績に比べ０．６万ｔ減の７６万ｔと見込
んだ。
温州ミカンの生産量は、生産者の高
齢化による労力不足に伴う廃園などで
減少傾向にある。前年産生産実績は、
予想生産量７８万ｔを１．４万ｔ下回る
７６．６万ｔだった。
２１年産の収穫時期別の予想生産量
は、早生温州が前年産生産実績比０．７万
ｔ（１．６％）増の４４．４万ｔ、普通温州が
１．２万ｔ（３．７％）減の３１．６万ｔとなって
いる。
早生温州のうち、ハウスミカンは前
年産生産実績と同等の１．８万ｔ、極早生
ミカンは０．５万ｔ（４．３％）増の１２万ｔと
見込んでいる。

高温が続くと農作物の生育に様々
な悪影響を及ぼす。注意して対策に
取り組み、被害を防ぐことが求めら
れる。
病害虫の発生予報を注視する、農
業用水確保のため計画的な配水を関
係機関と調整する―などの注意を払
いつつ、各品目の対策を欠
かさないようにする。
【野菜】
ハクサイ・ネギなど葉茎
菜類では、乾燥によるチップバーン
を防ぐことが重要。薬剤防除の際に
カルシウム剤を混ぜる。ネギは、軟
腐病が発生する危険がある。畝間か
ん水を控えて対策する。
キュウリやトマトなど果菜類で

は、不良果の摘果、若採りを行う。
着果負担を軽くし、樹勢維持のため

適切に施肥を行う。老化・黄色葉を中
心に葉を摘み取り、水分の蒸発を抑え
る。また、カルシウム・鉄・ホウ素の
欠乏などの生理障害に備えて、必要に
応じて葉面散布を行う。
【果樹】
着色の遅延で収穫が遅れて果実が過

熟になるのを防止。糖度や食味を確認
し、適期収穫する。高温で果実の日焼
けが発生しやすい園地では、遮光資材
を使って対策する。
高温で土壌が乾燥すると、葉などか
らの蒸（じょう）散が抑えられ高温障
害が助長される。十分かん水を行い防
止する。

【茶】
急激に生育が進んだ時の摘み遅れに
注意する。茶園を巡回し生育状況を把
握。計画的に摘採を行う。摘み取った
後は葉傷みを防ぐため、生葉を可能な
限り速やかに茶工場に出荷する。摘み
取った後や工場への運搬中も生葉の日

焼けに注意し直射日光を防
ぐ。工場到着後も葉傷みが進
まないよう速やかに生葉コン
テナに移す。

摘採終了後は、近くの茶園の摘採状
況、病害虫の発生状況を把握。適宜防
除を行う。
生産者自身もマスク着用のリスク等
に注意して作業することが重要とな
る。熱中症を防ぐため、人と十分な距
離（少なくとも２ｍ以上）が確保でき
る場合、マスクを外すなど対処する。

種別等

需要量 作付面積

種別等

需要量 作付面積

２１年度
（ｔ）

前年産比
（%）

２１年度
（ha）

前年産比
（%）

２１年度
（ｔ）

前年産比
（%）

２１年度
（ha）

前年産比
（%）

冬キャベツ ４４１，９００ １００．６ １５，３００ ９９．４ 冬ニンジン ３１０，６００ １０６．０ ７，６７０ １０２．０
春キャベツ ２６０，８００ １０１．６ ８，８００ １００．３ 春夏ニンジン ２５０，２００ １０２．０ ４，３２０ １０６．１
冬春キュウリ ２７８，２００ １０２．１ ２，７２０ １０２．３ 春ネギ ６３，８００ １０３．４ ３，４２０ １０１．５
秋冬ダイコン ７２９，０００ １００．８ ２０，４００ ９９．５ 夏ネギ ７２，１００ １０２．３ ４，９８０ １０３．８
春ダイコン １７９，８００ １０５．５ ４，３５０ １０２．８ 秋冬ハクサイ ４６４，８００ １００．４ １２，４００ ９９．２
タマネギ １，３４０，９００ ９５．５ ２３，６００ ９２．５ 春ハクサイ ９１，１００ ９５．９ １，８００ １００．０
うち北海道産 ７７４，５００ ９１．１ １２，８００ ８７．７ バレイショ １，８１１，６００ ９９．１ ７７，２００ １０３．８
うち都府県産 ５６６，４００ １０２．３ １０，８００ ９９．１ 冬春ピーマン ７８，９００ １０４．２ ７２０ １０２．９

冬春トマト ３２１，８００ ９９．２ ３，７４０ ９６．６ ホウレンソウ ２３９，４００ １０２．７ ２０，１００ １０１．０
うち大玉トマト ２４６，１００ １０２．０ ２，７３０ ９９．３ 冬レタス １５２，３００ ９９．１ ７，６９０ １０１．１
うちミニトマト ７５，７００ ９１．２ １，０１０ ９０．２ 春レタス ９３，２００ １００．５ ４，１２０ １０１．２

冬春ナス １０１，６００ ９９．３ １，０９０ １０３．８ （農水省の資料から作成）

トマト黄化葉巻病、新キットで迅速診断

最新農業技術・品種２０２１から最新農業技術・品種２０２１から

農水省の資料から

需給ガイドライン表多くの品目で需要量増加見込み
２１年度 冬春野菜等の需給ガイドライン

ミカン予想生産量７６万㌧
２１年産、前年実績比０．６万㌧減

遮光資材活用し日焼け防止を遮光資材活用し日焼け防止を
野菜・果樹・茶の高温対策野菜・果樹・茶の高温対策
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乳用牛の改良はますます進んでいる
が、泌乳量の増加と温暖化に伴う気温
上昇により暑熱期に乳脂率が低下する
牛が増えている。対策として使用され
ている飼料添加物のルーメンバイパス
油脂は、製品によって含まれている脂
肪酸の割合などが異なり、ルーメンア
シドーシスを合わせて引き起こす逆効
果な事例がみられ、酪農現場で混乱を
きたしている。
長野県畜産試験場酪農肉用牛部はル
ーメン発酵の弊害が少ないパルミチン
酸（飽和脂肪酸）が主な成分の油脂サ
プリメントを利用し、乳脂率の低下と

ルーメンアシドーシスの防止を両立
し、暑熱期に乳脂率を向上させること
ができることを明らかにした。
■方法
試験期間は、１９年７～８月とした。
試験場内で飼養している泌乳前中期
の乳用牛１０頭（初産～８産、分娩後日
数２３～１３６日、乳量２２．２～４５．８㎏）を供
試。乳量・乳成分の個体差による影響
をなくすため、試験区と対照区を入れ
替えながら３回繰り返す「反転試験法」
で行い、１０頭分、延べ３０のデータを採
取した。
脂肪酸の割合がパルミチン酸が主体

となっているルーメンバイパ
ス油脂を１日１回１頭あたり
２００ｇ給与する「給与区」に５
頭、給与しない「無給与区」
に５頭を配置した。１日３回
（９時３０分、１３時３０分、１８時２０
分）のＴＭＲの給与のうち１３
時３０分に、１期２週間（馴致
９日間、本試験５日間）で添加した。
調査項目は、各区の乳量と乳成分値（乳
脂率、乳タンパク質率、乳糖率）。乳
量は本試験５日間、乳成分値は本試験
５日間のうちの連続した３日間の検査
値（加重平均値）を用いた。
■結果
乳量・乳タンパク質率・乳糖率には
差は無かったが、乳脂率は無給与区と
比べて給与区が有意に高かった（表）。
期間中、両区とも牛は飼料を完食し、

ふん便の性状などに異常は無く、ルー
メンアシドーシスを疑うような症状は
みられなかった。
以上のことから、パルミチン酸を主
体としたルーメンバイパス油脂の添加
は、ルーメンアシドーシスを引き起こ
すことなく、乳脂率の低下を防ぎ、高
めることができることが示された。
同試験場は注意点として、利用の際
には普及センターなどと相談の上で利
用する必要があることを挙げている。

家畜改良事業団は６月２９日、２０年の
乳用牛群能力検定成績速報を公表し
た。２０年（１～１２月）の３０５日乳量は北
海道・都府県ともに過去最高を更新し
た。分娩間隔は全国・都府県で短縮し
ている。
全国の検定参加戸数は７２６５戸で、２０
年畜産統計の戸数に対して５１．９％を占
める。都府県の比率は鳥取が８６．０％、
福岡が７９．７％、宮崎が７５．９％の順で高
い。北海道は６８．７％となっている。
１頭当たりの乳量（ホルスタイン種、

３０５日乳量、立会検定）の全国平均は、
前年より５９㎏（０．６％）増加し、９８１９㎏
となった。地域別では、北海道は８０㎏
（０．８％）増え９８５１㎏、都府県は１４㎏
（０．１％）増え９７５２㎏で、全国平均・北

海道・都府県すべてで過去最高乳量を
更新した。なお、自動搾乳（搾乳ロボ
ット）検定は９６㎏（０．９％）増加し、１
万１１７５㎏となった。
分娩間隔の全国平均は１日短縮し、

４３１日だった。地域別では、北海道は前
年と同日の４２５日、都府県は２日短縮の
４４６日となったものの、依然北海道とは
２０日程度の差がある。空胎日数の全国
平均は２日短縮し、１５８日だった。北海
道は２日短縮の１５１日、都府県は３日短
縮の１７３日だった。
双子以上の分娩と死産を除いた産子
の性別比をみると、１０年と比べ、北海
道は雌子牛が８．５㌽増加し５６．８％、都府
県は７．４㌽増え５５．６％だった。性選別精
液の利用拡大により、乳用雌の増加が

続いている。
産次別の分娩状況をみると、双子以
上の分娩は北海道は３産が４．３９％と最
も高い。おおむね２産以上で高く、初

産と比べて２～４㌽程度高い。全国は
初産から３～４㌽程度、都府県は２～
３㌽程度の差で、産次が上がるほど多
かった。死産はすべてで初産と４産以
上で割合が高かった。
同事業団は、乳量・繁殖ともに成績
は良好だったが、離農による生産基盤
の減退に危機感を示した。その上で、
牛群検定の一層の活用が望まれるとし
ている。

乳用牛は泌乳能力を中心に改良が進
められてきたが、泌乳能力の高い牛は
長く飼うことが難しいとされている。
泌乳能力と生産期間をバランスよく改
良する方法が望まれているが、生産性
の改良とのバランスを考える根拠が不
明確である。そのため、生産期間の経
済価値を推定する方法が望まれてい
る。
農研機構は産次ごとの生存率を

－５％～５％の範囲で変化させた時の
生産期間・年間乳量・管理コストの変
化を計算する方法を考案した。
シミュレーションの結果、生産期間
は、生存率が１％上昇すると、北海道
で２６．５日、都府県で２０．３日延長した。生
存率の上昇による搾乳牛１頭／年あた
りの利益の増加は、生存率が１％上昇

すると北海道で２５２６．４円、都府県で
２０６５．３円増加すると試算。生産期間が
１日延びたことによる利益の試算は、
図のとおりとなった。
生産期間が１日延びると、乳牛償却
費は北海道で８５．３円、都府県で８２．５円
減少した。獣医師料及び医薬品費など
も北海道で８．９円、１３．９円減少する計算
となった。
飼養期間の効果を円単位で示すこと
で、乳量などと経済効果を直接比べる
ことが可能となった。１日でも長く健
康に飼い、生産性を高めたい。

近年、ＴＰＰ１１
協定の発効など、
国際的な畜産業を
取り巻く環境の変
化により、今後ま
すます、豚肉の国
際競争が過熱して
いくとみられる。
そこで一般社団
法人食肉科学技術
研究所は、豚肉の
おいしさについて
科学的に分析を行い、５月６日、「海
外・国産豚肉肉質評価等推進事業報
告書」で、国産が銘柄豚・三元豚と
もに輸入豚肉よりも評価が高いこと
を明らかにした。
検査は、「国産銘柄豚３種類」、「国

産三元豚３種類」、「北米産豚２ヵ
国」、「欧州産豚４ヵ国」の４試験区に
ついて行った。おいしさの要因とさ
れる味・食感・香りの３つの観点か
ら、物理的性状の分析、官能評価等
について調査した。
▼物理化学的検査
硬さ、そしゃく性では銘柄豚・三
元豚がともに数値が低く、肉が軟ら
かいと想定された。加熱損失率（食
肉を加熱したときのジューシーさの
指標）でも銘柄豚・三元豚がともに

１０．１、９．７と、輸入豚肉よりも低く、加
熱後のジューシーさが優れていること
が示された。
▼官能評価試験
官能評価の結果は、図のとおり。８
項目について、同研究所の検査員が目
元を隠して判定した。
銘柄豚で軟らかさ、多汁性及び線維
感、三元豚で軟らかさと多汁性のスコ
アが高く、ともに軟らかさとジューシ
ーさがあると評価された。食感、味、
香りのバランスを評価した総合評価の
スコアは、銘柄豚が４試験区で最も高
く、次いで三元豚が高い。多汁性の高
さは、加熱損失率の値が低いことに由
来すると考えられる。うま味成分の損
失が少ないこと等が、強いうま味の要
因と考察されている。

乳量と乳成分の変化
（２０１９年、畜産試験場）

給与区 無給与区 差の有意性

乳量（kg/日） ３５．２ ３５．４ NS

乳脂率（％） ３．８７ ３．７７ ＊

乳タンパク質率（％） ３．０４ ３．０３ NS

乳糖率（％） ４．５１ ４．５２ NS

反転試験法による個体毎に求めた差の検定 ＊ : p<０．０５
長野県畜産試験場酪農肉用牛部の資料から

暑熱期の乳脂率低下を防止
パルミチン酸主体のルーメンバイパスで

３０５日乳量３年連続で過去最高更新
２０年 牛群検定成績速報

国産豚肉「おいしさ」で輸入上回る～科学的に実証

飼養期間延ばし経済効果
北海道９５円/日、都府県１０２円/日増加
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子牛にとって暑熱の悪影響は大き
く、飼料効率の悪化や増体の遅れが生
じる。日除けや送風などの対策は行わ
れているが、牛体を直接冷却する効果
がある対策は少ない。
宮城県農業共済組合家畜診療研修所
は、牛用冷却ジャケットを作製し、黒
毛和種子牛に着衣させ効果を調査し
た。
〇方法
牛用冷却ジャケットは、特殊な３層
構造（牛体に触れる内側に接触冷感素
材、中央に水分を保持させる吸水性ポ
リマー素材、外側に表面積を増やすた
めのハニカムメッシュ素材）の生地を
用いている（写真１）。胸部から首基部
を覆うジャケットとした（写真２）。牛

に着衣させる前にジャケットを直接水
ぬ

で濡らし、中央層の吸水性ポリマーに
水を保持させる。ポリマー内の水が蒸
発する時に気化熱として接触冷感素材
に触れている皮膚の熱を奪い、牛体の
温度を低下させる構造となっている。
一次調査として１８年９月、管内の１
繁殖農家（北緯３８度４１分、東経１４１度０２
分、標高１５．４ｍ）で実施。飼育方法は、
慣行どおりとした。約２週齢の黒毛和
種子牛７頭（雄：４頭、雌：３頭、平
均体重：４２．３±４．１㎏）の着衣前と後の
定期的な体温、心拍数、呼吸数などを
測定し、着衣３０分後の体温低下とその
効果が５時間後まで続いたことを確認

した。また、ジャケ
ットは吸水後の重さ
が１０００ｇ（吸水前２５０
ｇ）になるが、着衣
による行動の変化は
ほぼ認められなかっ
た。
二次調査は、１９年
８月に行った。一次
と同じ農家、同じ飼育方法で実施。暑
熱環境下（気温３１．６℃、湿度６２％、風
速０．０ｍ／ｓ）にカーフカッチで個別飼
育されていた約２週齢の黒毛和種子牛
１０頭を供試した。
着衣させた５頭（雄：３頭、雌：２
頭、平均体重 :４３．２±６．０㎏）を着衣群、
未着衣の５頭（雄：３頭、雌：２頭、平均
体重 :４３．８±６．３㎏）を対照群とした。
両群とも正午に採血を行い、体温、
心拍数、呼吸数を測定。１時間後に再
び採血を行い、体温、心拍数、呼吸数
を測定した。また、一次調査と同じよ
うに各測定ポイントの気温・湿度・風
速を測定し、ＴＨＩ（温湿度指数）を
算出した。
〇結果
二次調査では、１時間後の気温は

３５．６℃（着衣前３１．６℃）、湿度は５１．２％
（６２．０％）、風速は０．００ｍ／ｓ（同じ）、
ＴＨＩは８５．７（８２．３）の環境下で、体温
・心拍数・呼吸数の測定結果は表のと

おり。着衣群の１時間後が、着衣群の
着衣前、対照群の着衣前及び１時間後
に比べ有意に低かった。
血液検査ではコルチゾール（副腎皮
質から分泌されるホルモンの一つ。ス
トレスを受けると増加するため、「ス
トレスホルモン」とも呼ばれている）
が着衣群の１時間後が、対照群の１時
間後に比べ有意に低い値だった。その
他の項目では、両群間に有意な差は認
められなかった。
以上のことから、牛用冷却ジャケッ
トの着衣は子牛の体温などを低下さ
せ、暑熱ストレスを軽減するとみられ
た。一次調査でジャケットの着衣効果
は５時間程度続くと考えられたが、よ
り効果的な冷却効果の持続には、２時
間に１回程度のジャケットへの吸水が
必要とみられている。
ジャケットは現在北海道で最終検証
を行っており、来年の夏までの販売を
目指している。

農水省は７月９日、畜産統計（２１年
２月１日現在）を公表した。乳用牛及
び肉用牛の飼養戸数は、ともに前年に
比べ全ての地域で減少した。全国の飼
養頭数は、ともに増加。肉用牛では、
交雑種が前年比６．１％増となっている。
概要は以下のとおり。

乳用牛

全国の飼養戸数は１万３９００戸で、前
年に比べ５００戸（３．５％）減少（表１）。
飼養頭数は１３５万６０００頭で、４０００頭
（０．３％）増加。１戸当たり飼養頭数は
３．７頭増え、９７．６頭となった。
飼養頭数の内訳をみると、経産牛は

８４万９３００頭で１万４００頭（１．２％）増え、
未経産牛は５０万７０００頭で６４００頭（１．２
％）減った。
成畜（満２歳以上の牛）飼養頭数規
模別にみると、飼養戸数及び飼養頭数
は、ともに「１００～１９９頭」及び「２００頭
以上」の階層で増加したが、他の階層
では減少した。成畜飼養頭数規模別の
飼養頭数割合は、「１００～１９９頭」及び
「２００頭以上」の階層で全体の約５割を

占めている。
地域別にみると、飼養戸数は全ての
地域で減っている。飼養頭数は、北海
道、近畿、中国及び沖縄で増加したが、
他の地域では減少した。
北海道の飼養戸数は５７２０戸、飼養頭
数は８３万３００戸で、それぞれ全国の約４
割、約６割を占めている。

肉用牛

全国の飼養戸数は４万２１００戸で、前
年に比べ１８００戸（４．１％）減少（表２）。
飼養頭数は２６０万４０００頭で、４万９０００頭
（１．９％）増加。１戸当たり飼養頭数は
３．７頭増え、６１．９頭となった。
飼養頭数の内訳をみると、肉用種は

１８２万９０００頭で３万７０００頭（２．１％）、乳
用種は７７万５２００頭で１万１８００頭（１．５
％）それぞれ増加した。肉用種のうち、
子取り用雌牛は６３万２８００頭で、１万８００
頭（１．７％）増えた。乳用種のうち、ホ
ルスタイン種他は２４万９４００頭で１万
８５００頭（６．９％）減り、交雑種は５２万５７００
頭で３万３００頭（６．１％）増えた。
総飼養頭数規模別にみると、飼養戸

数及び飼養頭数は、ともに「１～４頭」、
「５～９頭」、「１０～１９頭」及び「２０～２９
頭」の階層で減少したが、他の階層で
は増加した。総飼養頭数規模別の飼養
頭数割合は、「５００頭以上」の階層が全
体の約４割を占めている。

地域別にみると、飼養戸数は全ての
地域で減っている。飼養頭数は、北陸
及び四国で減少したが、他の地域では
増加した。なお、地域別の飼養戸数及
び飼養頭数の割合は、ともに九州が全
国の約４割を占めている。

農畜産業振興機構は７月９日、肉用
牛肥育経営安定交付金制度（牛マル
キン）の交付金単価（２１年５月分）
を公表した。
乳用種で販売価格が生産費を下回

ったため、交付が行われる。５９ヵ月連
続の発動で、１頭当たりの交付金単価
（概算払）は２万１４２０．５円。４月分の
交付金単価（３万３１５７．４円）と比較す
ると、販売価格の増加等により、減額
となった。
肉専用種は１４道県で交付が行われ

る。交雑種は発動がなかった。

調査中における体温、心拍数、および呼吸数の推移
着衣前 着衣１時間後

体温 ※※ 着衣群 ３９．９６±０．１６Ａ ３９．４０±０．１１Ｂ
（℃） 対照群 ３９．９２±０．２０Ａ ４０．０６±０．１０Ａ
心拍数 ※※ 着衣群 １４４．８±２１．１Ａ １００．８±１４．４Ｂ
（回／分） 対照群 １４２．４±１５．７Ａ １４８．４±１６．２Ａ
呼吸数 ※※ 着衣群 １２８．０±２５．３Ａ ５８．８±１８．７Ｂ
（回／分） 対照群 １１５．２±１４．６Ａ １１８．８±１４．２Ａ
平均値±ＳＤ ※※；ρ〈０．０１ 交互作用．異符号間に有意差あり（ρ〈０．０１）

写真・表ともに宮城県農業共済組合家畜診療研修所の資料から

表１ 乳用牛の飼養戸数・頭数（全国）

区 分
飼養戸数

飼養頭数
１戸当たり
飼養頭数計

経産牛
未経産牛

小計 搾乳牛 乾乳牛

戸 千頭 千頭 千頭 千頭 千頭 頭

２０２０年 １４，４００ １，３５２．０ ８３８．９ ７１５．４ １２３．５ ５１３．４ ９３．９

２１年 １３，９００ １，３５６．０ ８４９．３ ７２６．０ １２３．３ ５０７．０ ９７．６

対前年比（％） ９６．５ １００．３ １０１．２ １０１．５ ９９．８ ９８．８ １）３．７

表２ 肉用牛の飼養戸数・頭数（全国）

区 分
飼養戸数

飼養頭数
１戸当たり
飼養頭数計

乳用種

肉用種 子取り用
雌牛 小計 ホルスタ

イン種他 交雑種

戸 千頭 千頭 千頭 千頭 千頭 千頭 頭

２０２０年 ４３，９００ ２，５５５．０ １，７９２．０ ６２２．０ ７６３．４ ２６７．９ ４９５．４ ５８．２

２１年 ４２，１００ ２，６０４．０ １，８２９．０ ６３２．８ ７７５．２ ２４９．４ ５２５．７ ６１．９

対前年比（％） ９５．９ １０１．９ １０２．１ １０１．７ １０１．５ ９３．１ １０６．１ １）３．７
注 : 数値については、表示単位未満を四捨五入したため、合計値と内訳の計が一致しない場合がある。
１）は対前年差である。

黒毛子牛 冷却ジャケットで防暑
体温低下しストレス軽減

（写真２）牛用冷却ジャケットを着た子牛

（写真１）牛用冷却ジャケットの外側（外気側）

〇２１年畜産統計〇

乳用牛、肉用牛の飼養頭数増加
戸数はともに全地域で減少

乳用種で連続発動
牛マルキン５月分
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牛枝肉牛枝肉

豚枝肉豚枝肉

出荷頭数・輸入
量の減少で、強
含みの展開か

６月の牛枝肉相場は、和牛が前月に
続き軟調で、交雑種も弱含みとなった。
新型コロナウイルスの感染拡大が続い
ていることや、梅雨入りで消費が減退
したことが影響した。
【乳去勢】６月の東京市場の乳牛去
勢Ｂ２税込み平均枝肉単価（速報値、
以下同じ）は１０５６円（前年同月比１１２％）
となり、２０円下げた。
農畜産業振興機構の需給予測による
と、７月の乳用種の全国出荷頭数は２
万６１００頭（９６％）と、引き続き前年同
月を下回ると見込んでいる。
【Ｆ１去勢】６月の東京市場の交雑種

（Ｆ１）去勢税込み平均枝肉単価は、Ｂ３
が１５７８円（前年同月比１３４％）、Ｂ２は
１４２１円（１３７％）となった。前月に比べ
それぞれ９５円、１１６円下げた。
同機構は、７月の交雑種の全国出荷
頭数を１万８８００頭（９１％）と、前月に
続き減少を予測している。

【和去勢】６月の東京市場の和牛去
勢税込み平均枝肉単価は、Ａ４が２３９９
円（前年同月比１２９％）､Ａ３は２１５７円
（１３１％）となった。前月に比べＡ４は

６円上げ、Ａ３は５０円下げた。
同機構は、７月の和牛の全国出荷頭
数を４万３２００頭（９４％）と、前月に続
き減少を予測。牛全体では８万９７００頭
（９４％）と見込んでいる。

７月の輸入量は総量で４
万８８００ｔ（９３％）と減少が続
くと予測。内訳は冷蔵品２
万２３００ｔ（９６％）、冷凍品２
万６５００ｔ（９０％）。冷蔵品は、
豪州・米国における現地価
格の高騰等により、前年同
月をやや下回ると予測。冷
凍品は、冷蔵品と同様の影
響等により、前年同月をか
なりの程度下回ると予測し
ている。
東京都に緊急事態宣言が
再発令された。外出自粛で、
外食需要の回復は見込みに

くい状況だが、内食需要は引き続き期
待できる。梅雨明け後は需要期となる。
焼き肉用などで量販店からの引き合い
が強まるものとみられる。
全品種で出荷頭数の減少が予測され
ていることや、輸入牛肉の価格が上昇
していることから、相場は強含みの展
開が予想される。
向こう１ヵ月の東京市場の税込み平
均枝肉単価は、乳牛去勢Ｂ２が１０００～
１０５０円、Ｆ１去勢Ｂ３が１５００～１６００円、
Ｂ２は１４００～１５００円、和牛去勢Ａ４が
２３５０～２４５０円、Ａ３は２１５０～２２５０円で
の相場展開か。

出荷頭数が減少
傾向で、堅調な
相場展開続くか

６月の東京食肉市場の豚枝肉税込み
平均単価は、上物が６２０円（前年同月比
１００％）、中物は５９４円（９９％）となっ
た。前月に比べそれぞれ１１４円、１１５円
上げた。全国的に出荷頭数が減少して
いる中、新型コロナウイルスの感染拡
大に伴う底堅い内食需要により、相場
が急伸。上物は６００円台の高値で推移
した。
農水省の肉豚生産出荷予測による

と、７月は１３１万５千頭（前年同月比
９７％、平年比１０２％）、８月は１２７万６千
頭（１００％、９８％）と、前年を下回る推
移を見込んでいる。
農畜産業振興機構の需給予測による
と、７月の輸入量は総量で６万９１００ｔ

（前年同月比９２％）の見込み。内訳は
冷蔵品３万１４００ｔ（９１％）、冷凍品３万
７７００ｔ（９３％）。冷蔵品は北米における
現地価格の高騰により、冷凍品はアジ
ア諸国を中心とした買い付けや北米及
びＥＵの国内需要の増加に伴う現地価
格の高騰により、それぞれ前年同月を
かなりの程度下回ると予測している。
昨年に続き行楽需要などは見込みに
くいが、底堅い内食需要は継続すると
みられる。出荷頭数が引き続き減少傾
向と予測されている中、豚熱の発生や、
暑さの発育への影響が懸念される。輸
入量が前年を下回って推移しているこ
ともあり、上物の相場は６００円絡みの堅
調な展開が予想される。
向こう１ヵ月の東京食肉市場税込み
平均枝肉単価は、上物が６００～６３０円、
中物は５５０～５８０円での相場展開か。

乳素牛・ｽﾓｰﾙに
引き合い、和子
牛弱もちあいか

【乳素牛】６月の乳素牛の全国１頭
当たり税込み平均価格（左表、月末の
取引結果を除く暫定値）は、乳去勢が
２４万２７９７円（前年同月比９８％）、Ｆ１去
勢は３９万６８７４円（１０１％）となった。前
月に比べそれぞれ３７６９円、１万２１５３円
下げた。乳去勢の引き合いは依然とし
て強く、価格はほぼ横ばいで推移して
いる。
両品種の枝肉相場が内食需要により
堅調に推移していることから、素牛相
場はもちあいか。
【スモール】６月の全国２３市場の１
頭当たり税込み平均価格（農畜産業振
興機構調べ、暫定値）は、乳雄が１４万

３４２０円（前年同月比１１０％）、Ｆ１（雄雌
含む）は２２万６２１４円（１０６％）となった。
両品種とも引き合いが強まり、前月に
比べそれぞれ１万５２２８円、３万２７０円上
げた。
両品種の枝肉・素牛相場がおおむね
安定しているため、スモールはもちあ
いの展開か。
【和子牛】６月の和子牛去勢の全国
１頭当たり税込み平均価格は、７７万
８１０１円（前年同月比１１６％）となった。
前月に比べ３万４９０７円下げた。新型コ
ロナウイルス禍の影響による軟調な枝
肉相場に連動し、２ヵ月連続で大幅な
下げとなった。
枝肉相場の大きな伸びはないと予想
されている。和子牛の相場は弱もちあ
いの展開か。

（一社）日本家畜人工授精
師協会は６月２９日、乳用牛へ
の黒毛和種の交配状況（速報、
２１年１～３月期）を公表した。
黒毛和種の交配割合（全国）
は３６．１％（前期比０．９㌽増、前
年同期比２．３㌽減）となった。
前期の低下から再び上昇に転
じた。１９年４～６月期から
３０％台後半で推移している。
北海道の黒毛和種の交配割合は

２４．１％（０．７㌽増、３．１㌽減）、都府
県は５０．７％（１．０㌽増、１．４㌽減）だ
った。
都府県の交配割合を地域別にみる
と、前期に比べ大きな変動はない。
人工授精頭数の多い関東が５０．３％
（０．１㌽増、４．０㌽減）、東北が３５．６％
（０．６㌽増、４．８㌽減）となっている。
中四国及び九州は、依然として６０％

を超えている。
なお、全国の延べ人工授精頭数は２９
万９１３５頭（前期比８．５％減、前年同期比
２．８％減）となっている。北海道が２４万
５００５頭（９．２％減、２．１％減）で、全体の
８割以上を占めている。都府県は５万
４１３０頭（５．１％減、５．８％減）だった。
また、性選別精液の利用割合（全国）
は１８．４％（０．１㌽減、１．２㌽増）で、２０年
１～３月期から、１８％前後の横ばいで
推移している。

６月の子牛取引状況 （頭、kg、円）

ブ ロ ッ ク 品種
頭 数 重 量 １頭当たり金額 円／kg

当月 前月 当月 前月 当月 前月 当月 前月

北 海 道
乳去 ６７７ ９４８ ３０４ ３１３ ２４６，５７６ ２４６，５０１ ８１１ ７８８
Ｆ１去 ２，０３２ ２，６４１ ３３６ ３４０ ３８４，９４１ ３９６，５４６ １，１４６ １，１６６
和去 ２，３４７ ２，５７１ ３３２ ３３２ ８０６，５９５ ８３３，５４３ ２，４３０ ２，５１１

東 北
乳去 ３ １ １９５ ２４０ １１１，８３３ １９０，３００ ５７４ ７９３
Ｆ１去 ２ １ ３６０ ２８３ ３３６，０５０ ３１２，４００ ９３３ １，１０４
和去 ２，７７２ ２，８８３ ３２８ ３２４ ７５５，０４８ ７７２，２２１ ２，３０３ ２，３８０

関 東
乳去 ９ ５４ ２３４ ３０１ １０５，４７８ ２７２，６９８ ４５２ ９０６
Ｆ１去 １５４ １５１ ３５２ ３５９ ３９９，７４３ ４２４，２４５ １，１３５ １，１８３
和去 ９３６ ８００ ３１４ ３２８ ７６２，９１５ ７９０，６８４ ２，４３２ ２，４１１

北 陸
乳去 － － － － － － － －
Ｆ１去 － － － － － － － －
和去 １６７ － ３０１ － ７６１，７０１ － ２，５３４ －

東 海
乳去 ８ １０ ２８８ ２９３ ２５４，７８８ ２５５，２００ ８８５ ８７１
Ｆ１去 ５７ ８２ ３３４ ３２８ ３８２，６４６ ４１５，７２０ １，１４４ １，２６７
和去 １９０ ３７５ ２７１ ２８１ ７６７，８８１ ８７４，０５７ ２，８３４ ３，１１１

近 畿
乳去 － － － － － － － －
Ｆ１去 － － － － － － － －
和去 ３０４ ４２８ ２７３ ２５８ ６７８，０２３ ６６３，５００ ２，４８０ ２，５７２

中 四 国
乳去 ５８ ５３ ２８２ ２６９ ２３３，０４８ ２４１，０６６ ８２６ ８９８
Ｆ１去 ３４８ ３３１ ３３５ ３３３ ４３０，２０７ ４５１，６６１ １，２８６ １，３５７
和去 ９４４ ４７８ ３０５ ３０９ ７５８，８１９ ８０３，５２３ ２，４８９ ２，５９７

九州・沖縄
乳去 １１ ２９ ３３０ ３２０ ２０１，０００ ２０９，０３８ ６０９ ６５４
Ｆ１去 ４９３ ３３３ ３３５ ３３２ ４２３，５２５ ４５７，３７２ １，２６４ １，３７８
和去 ８，７６０ １０，８６６ ３０４ ３０３ ７８５，４７０ ８２４，８１４ ２，５８３ ２，７２４

全 国
乳去 ７６６ １，０９５ ３０１ ３１０ ２４２，７９７ ２４６，５６６ ８０７ ７９５
Ｆ１去 ３，０８６ ３，５３９ ３３７ ３３９ ３９６，８７４ ４０９，０２７ １，１７８ １，２０７
和去 １６，４２０ １８，４０１ ３１２ ３１０ ７７８，１０１ ８１３，００８ ２，４９４ ２，６２３

注 : （独）農畜産業振興機構の公表データを基に本紙集計、当月は暫定値。
価格は消費税込み、重量・金額・単価は加重平均。－は上場がなかったことを示す。
関東ブロックは山梨県、長野県、静岡県を含む。

全国平均３６．１％に上昇
１～３月期、乳用牛への黒毛和種交配割合
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畜産物需給見通し畜産物需給見通し


